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１
月
12
日
、
南
部
町
成
人
式
が

楽
楽
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
鮮
や

か
な
晴
れ
着
に
身
を
包
ん
だ
新
成

人
が
、
希
望
に
満
ち
た
表
情
で
大

人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
工
藤
町
長
が
「
自

分
の
可
能
性
を
信
じ
て
、
粘
り
強

く
努
力
を
重
ね
る
こ
と
で
、
人
生

は
輝
く
」
と
新
成
人
を
激
励
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
馬
場
健
大

さ
ん
と
寺
嶋
佑
香
さ
ん
が
謝
辞
を

述
べ
、「
挑
戦
す
る
心
を
持
ち
続

け
、
逆
境
や
困
難
に
も
、
く
じ
け

ず
歩
み
続
け
る
」
と
力
強
く
誓
い

ま
し
た
。

　

式
後
は
、
小
中
学
校
時
代
の
思

い
出
写
真
を
集
め
た
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
の
鑑
賞
や
恩
師
を
囲
ん
で

記
念
写
真
を
撮
る
な
ど
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
、
会
場
は
新
成

人
の
あ
ふ
れ
る
笑
顔
と
歓
声
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

南部町成人式
1 月 12 日に開催された南部町成人式。対象者 199 人（男性
106人、女性 93人）のうち、160人が参加しました。

令
和
２
年
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佐々木　新 さん
南部中卒

馬場　健大 さん

南部中卒
高橋　杏華 さん

福地中卒
寺嶋　佑香 さん

福地中卒
市澤　孝子 さん

名川中卒

誰よりも健康で
長生きしたい！

お金を稼げる大人
になりたい！

何事も安全運転を
心がけたい。

柔道整体師になり
たい！ 「信」

「
躍
進
」

成
人
式
実
行
委
員
長

名
川
中
卒　

岩
間　
暉 
さ
ん

― 成人式実行委員会６人の声 ―

未来に羽ばたけ新成人！夢夢
Dream
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「
レ
ン
ズ
が
壊
れ
て
も
い
い
覚

悟
で
し
た
。
結
果
論
に
は
な
り
ま

す
が
、
自
分
の
直
感
を
信
じ
て
よ

か
っ
た
で
す
。
一
番
好
き
な
祭
り

で
受
賞
で
き
て
光
栄
」
と
胸
を
張

る
小
野
さ
ん
。

　

郷
土
芸
能
の
魅
力
に
魅
せ
ら

れ
、
カ
メ
ラ
の
道
に
飛
び
込
ん
で

16
年
。
今
回
の
受
賞
を
励
み
に
さ

ら
な
る
成
長
を
誓
い
、「
自
分
の

思
い
描
く
構
図
に
、
積
極
的
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
写
真
を
通
じ
て

大
好
き
な
郷
土
芸
能
の
魅
力
を
伝

え
て
い
き
た
い
」
と
満
面
の
笑
顔

で
話
し
ま
し
た
。

　
「
受
賞
決
定
の
連
絡
を
受
け
た

と
き
は
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
震
え

が
止
ま
ら
な
か
っ
た
」
と
笑
顔
で

話
す
の
は
、
南
部
町
の
フ
ォ
ト
グ

ラ
フ
ァ
ー
小
野
昭
仁
さ
ん
。
こ
の

ほ
ど
、国
内
最
大
級
の
写
真
展「
第

23
回
総
合
写
真
展
」
で
、
応
募
作

品
２
２
９
４
点
の
中
か
ら
、
最
高

賞
の
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

受
賞
作
「
伝
説
の
舞
」
は
昨
年

の
八
戸
え
ん
ぶ
り
で
撮
影
し
た
も

の
で
、
猛
吹
雪
の
中
で
躍
動
感
あ

ふ
れ
る
摺す

り
を
披
露
す
る
太
夫
の

姿
を
捉
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
る

ほ
ど
の
悪
天
候
で
、
会
場
は
異
様

な
空
気
に
包
ま
れ
た
と
い
い
ま

す
。
淡
々
と
舞
う
え
ん
ぶ
り
組
、

誰
一
人
帰
ら
ず
じ
っ
と
見
つ
め
る

観
客
。
一
フ
ァ
ン
と
し
て
長
年
え

ん
ぶ
り
を
見
続
け
て
き
た
小
野
さ

ん
と
し
て
も
、
味
わ
っ
た
こ
と
の

な
い
会
場
の
一
体
感
を
覚
え
た
そ

う
で
す
。

　

悪
天
候
の
た
め
、
撮
影
を
諦
め

る
カ
メ
ラ
マ
ン
も
い
る
中
で
、
今

を
逃
し
た
ら
後
悔
す
る
と
い
う
気

持
ち
に
突
き
動
か
さ
れ
、
小
野
さ

ん
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
続
け
ま

し
た
。

工藤町長に受賞を報告する小野さん㊨

写真を通じて伝統芸能の魅力を伝えたい

国内最大級の公募展「総合写真展」で
最高賞の内閣総理大臣賞を受賞

受賞作品「伝説の舞」

フォトグラファー
小野 昭仁さん（剣吉）

全国の大舞台で活躍する方々をご紹介します。
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21
組
が
、
は
じ
め
に
３
日
間
に
分

け
て
競
い
合
い
、
各
日
の
上
位
入

賞
９
組
で
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
争

い
ま
し
た
。

　

木
村
社
中
月
美
会
は
、
大
会
３

日
目
に
登
場
し
、「
南
部
荷
方
節
」

を
披
露
。
そ
の
日
の
最
高
得
点
で

最
終
日
に
進
む
と
、
一
体
感
あ
る

優
雅
な
舞
で
、
会
場
を
魅
了
し
ま

し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
代
表
、
佐
々
木
由

美
子
さ
ん
は
「
南
部
手
踊
り
の
魅

力
を
広
め
た
い
と
い
う
思
い
で
続

け
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
優
勝
を

励
み
に
こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
と
も

に
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

（前列左から）
 奥瀬　由衣 さん
 佐々木　瞳 さん
 坂上　　舞 さん
 小萩沢乙葉 さん

（後列左から）
 佐々木由美子 さん
 栗山　恵利子 さん
 月舘　　ミホ さん
 月舘　由香里 さん
 奥瀬　　亜衣 さん

　

数
百
年
の
歴
史
が
あ
る
と
さ
れ

る
南
部
手
踊
り
発
祥
の
地
「
南
部

町
」。
そ
の
誇
り
を
胸
に
芸
を
継

承
し
、
そ
の
技
を
磨
き
続
け
る
木

村
社
中
月
美
会（
木
村
和
子
会
主
）

が
、
昨
年
12
月
、
東
京
で
開
催
さ

れ
た
民
謡
民
舞
全
国
大
会
の
民
舞

の
部
で
、
最
高
賞
の
内
閣
総
理
大

臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
高
校
生
を
含
む
17

歳
か
ら
48
歳
の
メ
ン
バ
ー
で
「
青

森
奥
南
部
支
部
（
手
倉
森
勝
利
支

部
長
）」
と
し
て
出
場
。
３
度
目

の
挑
戦
で
、
前
回
大
会
の
準
優
勝

を
超
え
る
成
績
を
目
指
し
て
臨
み

ま
し
た
。

　

各
地
の
予
選
を
勝
ち
上
が
っ
た

内閣総理大臣賞に輝いた木村社中月美会のメンバー

一体感ある優雅な舞、観客を魅了

木村社中月美会　「日本一」の栄冠！
民謡民舞全国大会　民舞の部

リリララキキ人人
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　１月7日、南部町新年互礼会が楽楽ホールで開催さ
れ、参加した約220人が新年を祝うとともに、町政の
発展を誓いました。
　式典では、参加者が町民憲章を唱和したほか、工藤
町長が「南部町への愛着と誇りを持ち続けることがで
きるまちづくりを、町民の皆様と一丸となって推進し
ていく」と述べました。

　また、南部町表彰条例に基づき、各分野で町の発展
に貢献した12人が表彰され、受賞者一人ひとりに工
藤町長から表彰状と記念品が手渡されました。
　受賞者を代表して四戸清榮さんが謝辞を述べ、「賞
におごることなく、町の発展になお一層精進していき
ます」とさらなる活躍を誓いました。

南部町新年互礼会

新たな年を祝い
町の飛躍に向け活躍誓う

行政員並びに納税貯蓄組合
長の職にあって地方自治の
振興発展に貢献

功労褒賞
 四戸　清榮さん（上名久井）

納税貯蓄組合役員並びに保
護司の職にあって地方自治
の振興発展に貢献

功労褒賞
 四戸　武男さん（福田）

主任児童委員の職にあって
地方自治の振興発展に貢献

功労褒賞
 上平　昭市さん（大向）

全集連全国農産物鑑定競技
会で優勝（青森県初）

善行表彰
 山道　金也さん（苫米地）

全国空手道選手権大会
個人戦・小学５年生男子
形の部：優勝

善行表彰
 丸子　幸志郎さん（剣吉）

コカ・コーラ環境教育賞　
次世代支援部門：最優秀賞

（文部科学大臣賞）

善行表彰
 石塚　大城さん（下名久井）

コカ・コーラ環境教育賞　
次世代支援部門：最優秀賞

（文部科学大臣賞）

善行表彰
 宮木　琢愛さん（福田）

コカ・コーラ環境教育賞　
次世代支援部門：最優秀賞

（文部科学大臣賞）

善行表彰
 岩間　友紀さん（杉沢）

全日本バウンドテニス
選手権大会　シニア女子
シングルスの部：第２位

善行表彰
 田中　保子さん（福田）

全国空手道選手権大会
個人戦・中学２年生男子
組手の部：第５位

善行表彰
 丸子　慶二郎さん（剣吉）

国民体育大会　相撲競技　
個人戦：第２位
団体戦：第２位

善行表彰
 久保　裕さん（下名久井）

国民体育大会
グラウンド・ゴルフ競技
個人戦：第２位

善行表彰
 小林　多津子さん（福田）
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　１月19日、南部町消防団（西村茂団長）の出初式が、
町民体育館周辺で開催され、団員450人が日頃の訓練
成果を示しました。
　徒歩部隊と車両部隊に分かれた団員は、整然とした
整列と迅速かつ的確な機械器具点検を実施。その後、
威風堂々たる分列行進を披露しました。
　町民体育館での式典では、まとい振りやはしご乗り
を実演。はしご乗り演技では、長さ６ｍを越えるはし

ごの上で、華麗な技が次々と繰り出され、会場は大き
な拍手に包まれました。
　工藤町長は「統率のとれた部隊行動、よく整備され
た機械器具、勇壮な分列行進などを観閲し、力強く、
頼もしく感じる」、西村団長が「消防の伝統を引き継
ぎながら、消防技術の習熟と防災知識の習得に努めて
ほしい」と、それぞれ激励し、地域防災への士気を盛
り上げました。

南部町消防団出初式

「魅せる」消防団の心意気
勇壮・華麗に訓練成果を披露

　冬期間は空気が乾燥し火災の発生が多くなります。火の元の管理を
徹底し、住宅火災から命を守るために以下のことに注意しましょう。
□初期消火は天井に火が移るまでとし、それ以降は直ちに避難する。
□出火建物から一度屋外へ避難した場合、絶対に屋内へ戻らない。
□お年寄りや身体の不自由な方は、１階の避難しやすい部屋で就寝す

る。
□火災をいち早く発見するために、住宅用火災警報器* を設置する。
※住宅用火災警報器を設置している家庭では、定期的に警報器の作動

を確認しましょう。また、警報器が古くなると電子部品の劣化や電
池切れ等で火災を感知しなくなることがあるため、10 年を目安に
本体を交換しましょう。

問合せ　▶三戸消防署　　　　　　☎ 0179 － 22 － 1140
　　　　▶三戸消防署名川分署　　☎ 0178 － 76 － 2416
　　　　▶三戸消防署福地分遣所　☎ 0178 － 84 － 2103

　全国瞬時警報システム（Ｊア
ラート）を活用した情報伝達訓練
を以下のとおり実施します。
　当日は町内の防災無線から訓練
放送が行われますので、ご理解と
ご協力をお願いします。
日時　2 月 19 日（水）11 時頃
※気象状況などにより訓練を
　中止する場合があります。

問合せ　総務課（本庁舎）
　　　　☎ 0178 － 84 － 2111

Ｊアラート情報伝達
訓練を実施します

火災にご注意ください！

1消防古来からの伝統を引
き継ぎ、団員の士気を高める
まとい振り演技2華麗な技
で会場を魅了したはしご乗
り演技3ラッパ隊の演奏に
合わせて、勇壮な分列行進

1 2 3
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工藤町長㊧から厚生労働大臣並びに県知事の委嘱状を
受け取る民生委員・児童委員

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
委
嘱

状
伝
達
式
お
よ
び
退
任
者
へ
の
感
謝
状
伝
達
式
が

12
月
19
日
、
ゆ
と
り
あ
で
行
わ
れ
、
厚
生
労
働
大

臣
並
び
に
県
知
事
か
ら
の
委
嘱
状
と
感
謝
状
が
委

員
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
工
藤
町
長
が
「
住
民
の
最
も
身
近
な
支

援
者
で
あ
る
皆
様
に
、
行
政
や
専
門
機
関
と
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
、
安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

る
豊
か
な
社
会
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
の
任

期
は
令
和
元
年
12
月
１
日
か
ら
令
和
4
年
11
月
30

日
ま
で
で
す
。

地
域
の
身
近
な
相
談
役
が
決
ま
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
委
嘱
状
伝
達
式

森林・向山
川村　憲昭

上名久井上町
四戸　みつ

広場・ひろば台団地・
赤沼団地

中村　正

沢田・高屋敷・七合田・
官代

大向　光嘉

桜町・剣吉山
佐藤　昭子

森越
戸澤　英子

高瀬
東　憲志

広場・ひろば台団地・
赤沼団地

熊谷　富美代

作和・水上・中山・
内川

西塚　丈一郎

荒町
佐藤　ナヲ子

下斗賀
瀬川　正子

上川原
栗村　きぬ子

上平・下平・後平・
中坪

四戸　正子

法光寺
工藤　みよ

上中町
奥本　洋子

上斗賀
梅内　幸子

田中・上構・野場
田口　敦子

助川・横沢
市澤　春男

虎渡
佐々木　弘子

新開地
奥　ムツ子

下名久井
工藤　満

青鹿長根・妻神・
石和・鍋倉

小笠原　孝

主任児童委員
四戸　きみ

上名久井下町
若狭谷　良行

五日市
髙森　京子

鳥谷・長畑・杉ノ沢
若本　ミチエ

桜本町
山田　和彦

氏名（敬省略）
担当地区

名川地区
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８区
佐々木　京子

５区・７区
谷内　良雄

５区・６区
沖田　弘見

正寿寺・小向
馬場　松彦

二又・古町・馬場
倉舘　綾子

門前
馬場　由美子

相内
沼畑　良行

片岸
滝田　順子

あかね 1 丁目・
あかね２丁目

工藤　浩二

小波田第２
相馬　紘司

諏訪ノ平
西舘　トシ

苫米地（中・下）
小泉　洋子

福田第３（板橋・昼場）
滝田　人女

あけぼの
戸村　美代子

主任児童委員
三浦　恵美子

小波田第１
能登　富枝

玉掛
中野　治信

苫米地（上・後）・
駅前団地

本木　久美子

福田第２（福田第１以
外の福田・中央地区）

最上　恵美子

杉沢
小橋　春枝

東あかね
滝田　綾子

10 区
田辺　みつ

沖田面
工藤　啓子

福田第１（福田上・町中・
山道）

大橋　節子

埖渡
佐々木　松悦

法師岡
風間　邦雄

９区・11 区
新井山　美智子

沖田面
瀧田　紀美子

主任児童委員
上平　昭市

麦沢
河津　繁吉

あかね４丁目・あかね
６丁目

川村　美智子

門前
工藤　寿子

相内
赤石　忠

高橋
高橋　コヨ

あかね３丁目・
あかね５丁目

簗田　富美子

氏名（敬省略）
担当地区

福地地区

氏名（敬省略）
担当地区

南部地区

　高齢者や障がいを持つ方への
支援が必要なとき、子育てや介
護での心配事や不安といった
困ったことがあるときなどは、
お住まいの地域の民生委員・児
童委員、主任児童委員にお気軽
にご相談ください。
　相談を受ける委員には守秘義
務があり、相談者の秘密は守ら
れます。

お気軽にご相談ください
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　達者村農業観光振興会（川守田義雄会長）が行
う「農業観光四季のまつり」において、「北国の “ い
ちご狩り ”」がスタートしました。
　１月８日、ベリーズ司園（工藤司園主）でオー
プニングセレモニーが開催され、福地保育園（小
川陽子園長）の年長児 26 人が招待されました。
　園児たちは、「こっちのいちご大きいよ」、「色々
な形があるよ」と声を掛けあいながら、はさみを
使っていちごを摘み取り、「甘い」「もっといっぱ
い食べる」などの歓声を上げて、口いっぱいに広
がるいちごの甘味を堪能しました。
　いちご狩りは６月下旬まで開催する予定です。
ぜひ甘くジューシーな冬の味覚をお楽しみくださ
い。

　令和元年度りんご品評会において、正寿寺支会
（坂本重悦支会長）が立木品評会団体の部で、全
県２席にあたる農水省生産局長賞を、りんご品評
会団体の部（サンふじ・王林）で、全県３席にあ
たる県知事賞を受賞したほか、個人の部において
も、当支会から７人が入賞しました。
　１月９日には、坂本支会長をはじめ、代表３人
が工藤町長を訪れ、受賞を報告しました。坂本支

会長は「勉強してきた栽培技術が結実し、評価し
ていただけたと思います。若手農家も育ってきて
いるので、りんご生産をより盛り上げていきたい」
と意気込みを話し、工藤町長は「県南地方にも品
質の高いりんご生産ができることを示してもらい
たい。雪の中での剪定作業は大変かと思いますが、
ケガには十分気をつけて、健康第一で頑張ってほ
しい」と労っていました。

【北国の “ いちご狩り ”（予約制）】
40 分間食べ放題（持ち帰りは別料金）
中学生以上 1,700 円／小学生 1,200 円／３歳以上 700 円
＜予約・問い合わせ＞ ベリーズ司園　☎ 0178 － 76 － 3625

いちご狩りオープン！

令和元年度りんご品評会　正寿寺支会から入賞者多数

立木品評会 個人の部（入賞者氏名敬称略）
　最優秀技術賞　　坂本　誠悦
　最優秀技術賞　　坂本　昌人　　　　
　最優秀技術賞　　坂本　重悦
　最優秀技術賞　　坂本　武志
　最優秀技術賞　　坂本　勝
　最優秀技術賞　　坂本　良
　優秀技術賞　　　坂本　充
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町の学校紹介　～各校の特色ある教育～

名川南小学校

　みなさんは、読書のメリットについて考えたことはありま
すか。多くの言葉の意味と使い方（語彙力）が身につく。教
養（物事を比較して客観的にみる力）が身につく。偉人の考
え方を知ることができる。擬似的な経験がたくさんできる。
何よりも心が豊かになる等、たくさんのメリットがあります。
　本校では、「読書を楽しむ子」を育てるために様々な読書
活動を行っています。その一つに「お話バイキング」があり
ます。これは、年 2 回行われる教師による読み聞かせです。
校長以下、すべての先生方が子どもたちの前で読み聞かせを
行います。
　今年度は、７月と 12 月の朝読書の時間に行いました。事
前に読み聞かせをする先生の氏名、本のタイトル、読み聞か
せをする場所が書かれたポスターが作成され、図書室前に掲
示されます。図書室前では、「ぼくはこれ、わたしはこれ。」

「これおもしろそうだよ、一緒に行こうよ。」などと、子ども
たちの会話が弾みます。子どもたちは、好きな先生やおもし
ろそうなタイトルの本など思い思いに行く場所を選び、聞き
に行くのです。
　このような取組により、読書活動を推進すると共に「全職
員が全児童 25 名の担任」の合い言葉で一人ひとりの子ども
に愛情をもって教育活動に取り組んでいます。

名川中学校図書室１階（町民図書室）

図書室からのお知らせ
町民の皆さまはどなたでもご利用できます
休室日
※月曜日が祝日の場合は火曜日が休室

　 毎週月曜日

【問合せ】

　校長：石沢　正彦　　児童数：25 名

「お話バイキング」

校長先生による読み聞かせ（校長室）

担任の先生による読み聞かせ（教室）

◆マンガでわかる明智光秀
◆ＷＯＭＥＮ女性たちの世界史大図鑑
◆ 365 日の親孝行
◆完全版ピーナッツ全集 19
◆デッドライン
◆ラストレター
◆山の上のランチタイム
◆地面師たち
◆わたしのわごむはわたさない
◆おんなのこのでんきえほん

柴　裕之
ホーリー・ハールバートほか
志賀内　康弘
チャールズ・Ｍ．シュルツ
千葉　雅也
岩井　俊二
高森　美由紀
新庄　耕
ヨシタケシンスケ
堀内　薫

《今月の新刊》

２月 22 日は、「猫の日」。
猫に対する尊敬と愛情
がたっぷり伝わるエッ
セイ集。挿絵の猫もと
ても魅力的です。

《おすすめセレクション》

猫は、うれしかったことしか覚えていない　石黒由紀子

図書室の蔵書を検索できる図書検索
システムです。ご活用ください。
URL：http://www.lib-eye.net/nanbu/

《おはなし会》
　なんぶ読み聞かせの会の皆さんによる読み聞かせで
す。事前申込みは必要ありませんが、未就学のお子さ
んは保護者同伴でお越しください。
日時　２月 16 日（日）　10 時 30 分～ 11 時
場所　名川中学校図書室１階　町民図書室

３／９（月）～３／12（木）は、特別蔵書点検のため休室です。※２／22（土）～３／８（日）は貸出冊数・貸出期間が変更。
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　子育て支援センターは、幼稚園や保育園に通っていない
子どもなら、だれでも参加できます。
　子育て相談や園庭の開放、絵本やビデオを貸し出してい
ますので、気軽にご利用ください。

２歳児歯科健康診査　　実施日：２月13日（木）　対象H29. ６月 ～H29. ８月生まれ    受付12時15分～12時45分
４歳児健康相談　　　　実施日：２月18日（火）　対象H27. ６月 ～H27. ７月生まれ    受付13時00分～13時30分
３歳児健康診査　　　　実施日：３月５日（木）　対象H28. ７月 ～H28. ８月生まれ    受付12時00分～12時15分

おいでよ！子育て支援センター

※実施している予防接種の中で、予約が必要なものを記載しています。それ以外のものは、予約なしで受けられます。

医療機関名 曜日・受付時間 予約 その他
南部町医療センター 毎週　月・金曜日　 13時～13時20分 ポリオ・MR・日本脳炎 BCG は２月10日、３月９日
南部病院 毎週　水曜日　　　 13時～13時30分 全種類 BCG は行っていません。

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日  9時～11時　15時～17時
木・土曜日　　　　  9時～11時 全種類 BCG は２月12日、３月11日

かわむら内科クリニック
月・火・木・金曜日  9時～11時30分　
　　　　　　　　　 14時～17時30分
水・土曜日　　　　  9時～11時30分

ポリオ

はらだクリニック 月・水・金曜日　　  9時～12時　15時～17時
火・木・土曜日　　  9時～12時 B 型肝炎・ポリオ

スワンクリニック 月・水曜日　   　　   9時～11時
金曜日　　　　　　  9時～11時　14時～17時 全種類

乳幼児予防接種

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談

実施している予防接種：Ｂ型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・ＢＣＧ・ＭＲ・水痘・日本脳炎・ポリオ

実施場所：南部町健康センター　問合せ：健康福祉課（健康センター）☎ 0178 － 60 － 7100

福地保育園	 ☎ 0178− 51− 9756

わくわくひろば（体験活動）
金曜日／９時30分～11時

２月14日　お誕生会
２月21日　シールあそび
２月28日　ひなまつり製作
３月13日　お別れ会

つどいのひろば（自由活動）
水曜日／９時30分～11時

２月12・19・26日
３月４日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日／10時～12時

２月10・17日
３月２・９日

なんぶ保育園	 ☎ 0179 −23− 0505

こすもすクラブ（体験活動）
水曜日／９時～12時

２月12日　バレンタインチョコ作り
２月19日　お誕生会
２月26日　ひな祭り製作
３月４日　ひな祭り誕生会

サークルちびこす（自由活動）
火・木曜日／９時～14時

２月13・18・20・25・27日
３月３・５日

チェリー保育園	 ☎ 0178− 51− 8585

ぴっぴクラブ（体験活動）
木曜日／９時～11時

２月13日　プラ板で作ろう
２月20日　ひな祭り製作
２月27日　誕生茶話会

ぬくぬく（自由活動）
月・水曜日／９時30分～11時

２月10・12・17・19・26 日
３月９・11 日

予防接種の受け忘れはありませんか？
　予防接種は、お子さんを病気から守り、社会
全体に病気がまん延することを防ぐものです。
定期的に母子健康手帳を確認し、受け忘れのな
いようにしましょう。
定期予防接種一覧
（対象年齢内は無料で接種できます）

○風しんは、患者数が大幅に増加しています。ＭＲワ
クチンの接種が感染を防ぐ最も有効な方法です。

○日本脳炎は、平成19年４月１日までに生まれた方
を対象に、未接種分を20歳の誕生日前日まで無料
で受けられる特例措置があります。

問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎ 0178 － 60 － 7100

種類 対象年齢 回数
Ｂ型肝炎 1 歳未満 ３回
Ｈｉｂ

生後２か月～５歳未満
４回

※開始時期に
　より、回数が
　異なります小児肺炎球菌

四種混合 生後３か月～ 7 歳 6 か月未満 ４回
ＢＣＧ 1 歳未満 １回

ＭＲ
（麻しん・風しん）

1 歳～２歳未満 １回
小学校入学前の 1 年間 

（年長児） １回

水痘 1 歳～３歳未満 ２回

日本脳炎
生後６か月～７歳６か月未満 ３回
９歳～ 13 歳未満 １回

二種混合 11 歳～ 13 歳未満
（小学 6 年生） １回

子宮頸がん 小学 6 年生～高校 1 年生相当
年齢の女子

３回
※積極的な勧
　奨を控えて
　います。　
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　スポーツ安全保険とはスポーツ活動、文化活動、ボランティア活動、地域活動などを行う社会教育活動（４
人以上の団体）を対象とした保険です。団体活動中、往復中の事故（自動車事故による賠償責任保険は適用
外）等が保険の適用対象です。

　青森県交通災害共済は、交通事故による被災者を救済するため、昭和43年に青森県内の全市町村により
作られた制度です。日本全国どこでおきた交通事故でも、弔慰金またはケガの程度に応じて見舞金をお支払
いします。

【掛金】
　１人年額 800 円～ 11,000 円。
　（団体の活動内容、年齢などによって異なります。）
【保険期間】
　令和 2 年 4 月 1 日～令和 3 年 3 月 31 日
　（令和 2 年 4 月 1 日以降に加入手続きをした場合は、

加入日の翌日から令和 3 年 3 月 31 日）

【会費】１人年間350円　
　※学童団体（幼稚園・小中学校など）：
　　１人年間 300 円
【共済期間】
　令和 2 年 4 月 1 日～令和 3 年 3 月 31 日
　（共済期間開始後に加入した場合は、加入
　時点から令和 3 年 3 月 31 日）

【補償内容】
　傷害保険（通院、入院、後遺障害、死亡）、賠償

責任保険、突然死葬祭費用保険。
【加入受付期間】
　令和２年３月２日～令和３年３月 30 日
【問合せ】　スポーツ安全協会青森県支部
　　　　　 ☎ 017 － 718 － 1136

【共済対象】　日本国内で発生した交通事故　
　主に次のような場合が対象です。
　・自転車、バイク、自動車などの道路交通による

人身事故
　・歩行中に自動車、自転車などにはねられてケガ

をした場合
　・自転車、 バイク運転中の転倒や誤ってガード

レールにぶつかってケガをした場合

【問合せ】　住民生活課（南部分庁舎）
　　　　　 ☎ 0179 － 34 － 2509

見舞金の請求には「交通事故証明書」が必要になり
ます。交通事故で被災した際には、必ず警察または
最寄りの交番に必ず届け出ましょう。（自損事故や、
自転車等の単独の転倒でも届出が必要です。）

小さな掛金、大きな補償　スポーツ安全保険

家族そろって加入しよう　交通災害共済

令和２年度放課後児童クラブ入会児童募集
対象児童
・下校後、保護者の労働等により、家に帰って

も誰もいない小学１～３年生
・下校後、保護者の労働等により、家に帰って

も誰もおらず、一人で留守番が難しい特別な
理由がある小学４～６年生

開設時間
 ・平日／下校後～ 18 時 30 分
・土曜日、学校休校日、長期休業日／
　７時 30 分～ 18 時 30 分
費用　月額 2,300 円
申込方法　各庁舎に備え付けの申請書に必要事

項を記入の上、就労証明書等を添付して提出
してください。

申込期限　２月 28 日（金）問合せ　健康福祉課（健康センター）☎ 0178 － 60 － 7100

町内の放課後児童クラブ

クラブの名称 場所
向児童クラブ 旧向保育所
南部児童クラブ 南部老人福祉センター
名久井なかよしクラブ 名久井小学校
剣吉なかよしクラブ 南部芸能伝承館
名川南なかよしクラブ 名川南小学校
福地学童保育クラブ ゆとりあ
福田学童保育クラブ ゆとりあ
杉沢学童保育クラブ あけぼの研修センター
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　既存の高齢者の集まる場を母体としている団体で
す。90代の参加者もいますが、年齢を感じさせない
くらいの賑やかな集まりとなっています。高齢者の
孤独解消や家族の負担軽減のためにと、地域で支え
合っていけるよう、役員の方々が様々な方に声掛け
をして参加を促しています。
　「参加するとすぐに次が待ちどおしい」、「みんな
で食事をするため、食事量が増えてきた」、「とにか
く楽しい」という声が参加者から聞かれています。

　交流活動が参加者同士の安否確認や近所の方との情報交換に役立っています。
　地域の方が通える場所が１箇所でも多く増え、その場に通うことでより生きがいをもって自分らしく生き生
きとした生活が送れるよう、今後も町では活動のための支援をしていきます。

　町が町内会に委託して実施していた地区介護予防
教室から移行して活動している団体です。時期にな
ると手間取りにいく元気な高齢者が多いため、サロ
ンの参加人数が少ない時もありますが、会の代表者
は「地域のために」と、集まる場所を確保し、参加
者を増やすために工夫をしながら活動を続けていま
す。
　「色んな事を話してすっきりする」、「地域の情報
交換に役立つ」、「元気をもらうために来ている」と
いう声が参加者から聞かれています。

健幸のための元気をチャージ！

寿会（桜本町） ふれあいとらどお茶の友の会（虎渡）

　「どこかに集まる場所が欲しい」という地域の方
の思いから、活動を始めた団体です。地域の方々は
集まりの日を心待ちにしており、時間をかけても自
分の足で歩き、笑顔で集まってきています。高齢者
の方のみではなく、若い方にも声をかけて、年齢に
関係なく楽しんでいます。
　参加者は、「この時間が刺激になってとても楽し
い」、「顔馴染みの仲間なので気がねなく話ができる」
と表情豊かに話してくれました。

森越サロンひまわりの会（森越）
　「いろはの居」とは「いろんな人がいられる場所」

という意味があります。その意味のとおり、このサ

ロンには活動の場となっている地区以外に住んでい

る方も集まってきており、月３回程度、情報交換、

昔ながらの料理の講習会等を実施しています。参加

者は、「会の人が好きなので交流を持ちたい」、「認

知症予防のため」、「色々な知識を得たい」と様々な

目的で参加し、楽しく活動しています。

いろはの居ふれあいサロン（沖田面）　

　「ご近所ふれあいサロン助成事業」を活用し、生き生きと交流活動を展開している４団体を紹介します。
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●「すこやか南部」通信　パート 9

今月のテーマ：「地域サロンの紹介」 
高齢者を含む地域住民の身近で気軽な住民主体の通いの場（サロン）の活動を
支援することにより、高齢者の社会参加と生きがいづくり、心身の健康と自立
生活の維持、要介護状態となることの予防や住民相互の支え合いの地域づくり
等を目的として、町では「ご近所ふれあいサロン助成事業」を実施しています。

Ｑ：開催時間による助成の要件はありますか？
Ａ：地域住民がゆっくりと交流を深める場としたい

ため、２時間以上を助成対象としています。

Ｑ：将棋教室のような趣味だけをする場でも対象と
なりますか？

Ａ：誰でも自由に参加できる地域のふれあいの場を
支援するため、特定の活動のみを行う場合は対
象外となります。 Ｑ：お昼をはさんでのサロンの開設を予定していま

す。お弁当は助成の対象になりますか？
Ａ：会食（食事）にかかる経費は個人負担とし、助

成対象としていません。

Ｑ：規約がありません。どうしたらいいですか？
Ａ：基本的な規約のひな型を用意してありますの

で、まずはご相談ください。

高齢者をはじめとする地域住民が、誰でも気軽に集まり、体操・茶話会・趣味活動・会食など、自由な活動
を楽しみながら交流できる “ 通いの場 ” のことを意味します。

「サロン」とは ･･･

５人以上の地域住民で構成され、組織運営に関する規約を定めている団体で、町が定める要件を満たすサロ
ンを開設・運営できる団体が対象となります。

助成対象団体

４団体が「ご近所ふれあいサロン事業」の助成を活用して、活動しています。（右ページで活動紹介）
その他、助成事業を利用せず活動している「通いの場」は、町内36か所となっています。（町把握分）

サロンの現況（令和２年１月６日現在）

　定期的に行われるサロンは高齢者自らの介護予防になるほか、サロンを通じた地域住民の絆を深め、
住民相互の見守り・支え合い活動にもつながります。住み慣れた地域でお互いに支え合い、共に生きて
いくためにも、「居場所」を作り、つながりや助け合いの輪を広げていくことが大切です。
　町では、サロン開設に向けた支援や書類作成のお手伝いなども行っています。
　まずはお気軽にご相談ください。【地域包括支援センター（健康センター２階）☎0178－76－2555】

サロンの開設や助成の活用等、お気軽にご相談ください！

南部町ご近所ふれあいサロン助成事業Ｑ＆Ａ

支出した経費を、回数
や時間数、参加者数な
どによって計算し、全
額または一部を助成し
ます。

※①②ともに、定額の助成はありません。上限額があります。

助成の内容（２種類の助成金に分けられます）
①拠点整備費助成金 ②運営費助成金

開設初年度１回に限り、
必要な建物等の改修費
用、備品購入の一部を助
成します。　
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令和２年度　住民健診の申込みが始まります
町では、町民の皆さんの健康を守るため、特定健診と各種がん検診を行っています。
健診は一年に一度、ご自身の健康状態を知るチャンスです。ぜひ来年度の住民健診に申し込みしてください。

　みなし健診とは、南部町国民健康保険に加入され
ている方を対象に、職場健診の結果を町へ提出する
ことで特定健診（生活習慣病予防のための健診）を
受けたとみなす健診のことをいいます。
　健診結果を提出することで、今まで職場健診を受
診していたのにもかかわらず届いていた、受診勧奨
のお手紙が届かなくなり、さらに、粗品もプレゼン
トします。
　診断結果は、健康センターへ持参または健康福祉
課にご連絡の上、郵送で提出してください。（返信
用封筒を自宅へ送付します）

　集団健診と個別健診のどちらかの受診方法をお
選びください。特定健診と各種がん検診を同時に
受診することもできます。
個別健診を実施している健診機関は次のとおり

◆南部町医療センター　　　☎0178－76－2001
◆八戸西健診プラザ　　　　☎0178－21－1717
◆八戸市総合健診センター　☎0178－45－9131
◆五戸町健診センター　　　☎0178－62－5510
※子宮頸がん検診は、三八管内婦人科でも受診できます。

【問合せ】健康福祉課（健康センター）☎0178－60－7100

　町では、住民健診の申込みの取りまとめを、保健
推進員の皆さんにお願いしています。
　各地区の保健推進員が、２月中旬から３月上旬に
かけて、各世帯へ健診のご案内のチラシと「住民健
診申込書」をお届けします。記入の済んだ申込書

は、保健推進員が回収に伺います。
　留守などの場合は、健康福祉課から申込書類を郵
送しますので、ご記入の上、同封の返信用封筒にて
返送してください。

保健推進員の皆さんが訪問します

受診方法を決めましょう

受診する項目を決めましょう
【特定健診】　加入の医療保険ごとに行われる健診です

項目 加入保険など 対象年齢 自己負担

特定健診

南部町国民健康
保険加入者

30 ～ 69 歳 1,000 円
70 ～ 74 歳 300 円

後期高齢者医療
制度加入者

75 歳以上
65 ～ 74 歳の加入者 無料

生活保護受給者 30 歳以上 無料
※上記以外の方は、「事業主」あるいは「保険証の発行元」にお問い合わせください。

【各種がん検診】

※ 特定健診および各種がん検診の対象年齢は、令和３年 3 月末時点での年齢です。
※ 70 歳以上の方と生活保護受給者は、がん検診の自己負担額が無料になります。

種類 対象者 自己負担 検査内容
肺がん・結核検診

30 歳以上
無料 胸部 X 線撮影

胃がん検診 500 円 胃部 X 線撮影（バリウム）
大腸がん検診 500 円 便の潜血反応検査
前立腺がん検診 50 歳以上の男性 800 円 血液検査（ＰＳＡ）
肝炎ウイルス検査 40・45・50・55・60 歳の方 無料 血液検査

子宮頸がん検診 20 歳以上の女性 1,000 円 視診、内診、細胞診
※超音波検査は費用別途

乳がん検診 40 歳以上の偶数年齢の女性 500 円 マンモグラフィ
骨密度検査 40・45・50・55・60・65・70 歳の女性 1,000 円 骨の X 線撮影

みなし健診のお知らせ

国保人間ドックも
実施します。受診
を希望する方は、
健康福祉課にお問
い合わせください。
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「解決の糸口を見つけにいこう！」相談会

キャッシュレスのメリットポイント還元事業とは

予約年金相談の利用をお願いします

　消費者信用生活協同組合では、生活再建事業の一環で無
料相談会を開催します。専門スタッフや弁護士がお金や暮
らしに関する悩みなどについて、丁寧に聴き取りし、一緒
に解決の糸口を見つけます。※要予約

日時　2 月 29 日（土）10 時～ 16 時
場所　信用生協  八戸事務所
　　　（八戸市大字八日町 36 第一ビルディング 4 階）
相談対象　①お金の問題（多重債務問題など）②遺産相続
　③不動産売買　④税金等公共料金の滞納　⑤ DV・離婚

問題　⑥その他くらしに関する悩み
予約先　信用生協  八戸事務所　☎ 0120 － 102 － 084

　年金事務所の窓口では、待ち時間なくスムーズに相談手
続きができるように予約をお願いしています。自身の年金
請求手続きや年金額に関しての相談、家族が亡くなった際
の手続き等、相談する場合は必ず予約をお願いします。
　なお、年金事務所へ来所する前々日までに予約をお願い
します。

日本年金機構予約受付専用電話　０５７０−０５−４８９０
受付時間　月～金（平日）  ８時 30 分～ 17 時 15 分
※ご連絡の際は、「基礎年金番号」のわかる年金手帳や年

金証書をご準備ください。

　キャッシュレスに馴染みのない消費者の皆さんに
も本事業をご利用していただけるよう、説明会を実
施します。
　予約不要、入場無料ですので、お気軽にご参加く
ださい。
問合せ　住民生活課　0179 － 34 － 2111

日時　２月 13 日（木）　15 時～ 16 時
場所　ゆとりあ
内容　キャッシュレスの決済手段や使える店舗

の探し方、ポイント還元事業について、講師
の方を招き、説明します。

★ポイントがたまってお得です！
★小銭を出す手間がかかりません。タッチするだけで

使えるサービスも普及しています。
★公共交通機関を利用する場合、交通系電子マネーを

持っていれば、切符を買う必要がなく便利です！
★現金が足りなくなっても慌てて ATM を探す必要が

なく、大金を持ち歩く必要もないので安心です。

キャッシュレスポイント還元事業　
消費者還元期間：令和元年 10 月〜令和２年６月キャッシュレス使い方講座

お近くの対象店舗でクレジットカード・デビットカード・電子マネー・
QRコード等を使って代金を払うとポイント還元が受けられる事業です。
（原則として、購買金額の５％、フランチャイズチェーン傘下の中小、小規模店舗では２％を還元）

ポイント還元の
対象店舗は

このマークが
目印です！ ※対象キャッシュレス手段は

　店舗によって異なります。

このマークのお店なら
対象キャッシュレス
手段※でお支払い
いただくと

還元
２％
５％
or
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　相続した不動産についての相続登記は、不動産
の所在地を管轄する法務局に申請が必要です。ト
ラブルを未然に防ぐためにも早めに相続登記をし
ましょう。

相談・問合せ
　▶青森県司法書士会 ☎0120－940－230
　▶青森地方法務局　本局 ☎017－776－9041
　▶青森県土地家屋調査士会 ☎017－722－3178

・売却して現金化したいが売買による移転登記が
できない

・所有者との連絡がとれず、災害復旧などの工事
が遅れる

・空き家の所有者との交渉ができない
・２次、３次の相続が発生して連絡が取れない法

定相続人がいる

内容　登記官が亡くなった方の法定相続人を証明
します。

メリット　相続登記、預貯金の払戻し、保険金の
請求、相続税の申告等に利用でき、銀行等の審
査がスピーディーになります。また、経費節減
にもなります。

利用手続　登記所に戸籍謄本等を提出して申出を
します。

※申出の手続きは弁護士や司法書士、土地家屋調
査士等の資格者代理人に依頼することができま
す。

　詳しくは、法務局ホームページ、または青森地
方法務局にご確認ください。

問合せ　▶青森地方法務局　本局（青森市）
　　　　　☎ 017 － 776 － 9041
　　　　▶八戸支局　☎ 0178-24-3346

法定相続情報証明制度

農業者年金に加入しませんか ～しっかり積み立て、安心で豊かな老後のために～

相続手続きを、より早く、簡単に！

未来につなぐ　相続登記
さまざまなトラブルを防止します！

相続登記をしないと発生するトラブル

年金は生涯支給されます。仮に80歳前に亡くなら
れた場合でも80歳までの分は遺族に支給されます。

保険料の額は自分で（月額２万円～６万７千円）
決めることができ、いつでも見直せます。

支払った保険料の全額が社会保険料控除の対象と
なり、節税に繋がります。受け取る年金も控除対
象です。

認定農業者などで、青色申告をしているなど、農
業の担い手となる場合、国から月額最高１万円の
保険料補助があります。

【問合せ】　▶農業委員会事務局（南部分庁舎）　☎0179－34－3357
　　　　　 ▶ JA 八戸（福地支店☎0178－84－2222・名川支店☎0178－76－2211・南部支店☎0179－23－3267）

農地を相続された方へお願い ～農地の適正管理と荒廃化防止のために～

　農地の相続手続きがなされていないと、持ち主へ連絡がつかないことがあります。
　農地の適正管理のために、農地の相続手続きをお願いします。

・相続した農地のある市町村の農業委員会に、
届出をお願いします。

・手続きは、相続された方が農業委員会へ認印
と権利取得の分かる書類を持参し、届出書に
必要事項を記入のうえ提出してください。

・相続登記とは、土地所有者の名義を変更する
ことです。

・相続登記の手続きが完了しない限り、登記簿
上の所有者は故人のままとなります。

【問合せ】農業委員会事務局（南部分庁舎）　☎0179－34－3357

農業委員会への届出 法務局への相続登記

　農業者年金制度は、農業者の老後生活の安定および福
祉の向上を図るとともに、農業の担い手を確保すること
を目的とした年金制度です。安心した将来の生活を送る
ためにも、農業者年金に加入しませんか。

1、６０歳未満
2、年間６０日以上農業に従事
3、国民年金第１号被保険者

３つの要件を満たせば、だれでも加入できます
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下野新聞社杯

全国農業新聞　 ～農政の動きをタイムリーに伝え経営と暮らしに役立つ情報を提供します～
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祖
母
思
う　
　
　
　

一
ノ
渡　

綮

い
ち
め
ん
に
白
い
小
花
の
そ
ば
畑
清
風
わ
た
り
校
舎
を
よ
ぎ
る　
　
　
　
　
　

向
山　

敦
子

そ
ば
好
き
の
父
が
こ
ね
た
る
手
打
ち
そ
ば
い
ち
い
ち
講
釈
今
は
な
つ
か
し　
　

工
藤　

孔
子

凍
て
し
夜
は
鍋
の
湯
気
よ
け
蕎
麦
か
っ
け
味
見
の
皿
に
に
ん
に
く
味
噌
の
せ　

鶴
飼　

千
年

若
　
草
　
会

役立っています！ボートピアなんぶ交付金
スポーツ吹矢の県南大会を開催できたほか、地区の介護予防教室での健康づく
り、学童や老人クラブとの世代間交流をすることができました。（南部町スポー
ツ吹矢愛好会）

デーレース ナイターレース

2 February 3 March

尼崎GⅠ近畿地区選手権

戸田GⅠ関東地区選手権

下関
一般戦

　全国農業新聞は地域農業者の代表機関である農業委員会の
ネットワークが発行する週刊の農業総合専門紙です。週刊紙の
特性を活かし、農業・農村・農政の動きをタイムリーにお届け
する農業者および就農意向をお持ちの方・企業必読の新聞で
す。また、農業関係者のみならず、地域創生、６次産業、食育
等、地域や食に関心のある方にも役立つ情報が満載です。
　参考までに試読もできますので、ご希望の方は、農業委員会
までご連絡ください。■月額／７００円（送料・税込み）

■発行　毎週金曜日 申込み・問合せ　農業委員会（南部分庁舎）　☎0179－34－3357

宮島GⅠ中国地区地区選手権 尼崎特別ヴィーナスシリーズ 多摩川GⅠウェイキーカップ 戸田一般戦 宮島
一般戦

唐津GⅠ九州地区選手権 戸田一般戦 児島GⅢオールレディース 宮島一般戦 三国
一般戦

鳴門ＧⅡ
レディースオールスター

丸亀GⅠ四国地区選手権 蒲郡 GⅠ東海地区選手権 下関一般戦 桐生一般戦
BOATBoy カップ 大村一般戦 若松 GⅢシャボン玉

石けん杯

住之江特別ヴィーナスシリーズ 大村一般戦 下関 GⅠ競帝王決定戦 住之江一般戦 桐生一般戦　日本
MB選手会会長杯
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▽
支
給
時
期

　

原
則
、
毎
年
度
６
月
、
10
月
、

２
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま

で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
支
給
額
（
月
額
）

所
得
制
限
限
度
額
未
満（
児
童
手
当
）

・
３
歳
未
満　
１
万
５
千
円

・
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

　
１
万
円

　
（
第
３
子
以
降
１
万
５
千
円
）

・
中
学
生　
１
万
円

所
得
制
限
限
度
額
以
上（
特
例
給
付
）

・
児
童
一
人
に
つ
き
５
千
円

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

　
健
康
福
祉
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
子
育
て
支
援
班

　
☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
０

行政相談・人権相談
期日　３月５日（木）
時間　13 時～ 15 時
場所　福地公民館、剣吉公民館、
　　　南部分庁舎
問合せ△

行政相談は総務課（本庁舎）
　☎ 0178－84－2111△

人権相談は住民生活課（南部
分庁舎）☎ 0179－34－2509

３・４月の休日窓口開設日
期日　３月７日（土）、21 日（土）
　　　４月４日（土）、18 日（土）
時間　８時 15分～ 12時
場所　住民生活課（南部分庁舎）
業務内容　住民票・印鑑証明書の

交付、印鑑登録
※平日は、当日16 時までの電話予

約で、18 時まで窓口の時間を延
長できます。業務内容は休日窓
口と同じです。

問合せ　住民生活課（南部分庁舎）
　　　　☎ 0179－34－2509

お知らせ
information

広告

南部町の人口と世帯数
（令和２年１月20日現在）

対先月比

人　口　　　　人
　男　　　　　人
　女　　　　　人
世帯数　　　　世帯

（　　）
（　　）
（　　）
（　　）

－10
－10
±0
－4

17,858
8,485
9,373
7,432

○
所
得
税
・
住
民
税

　
今
年
の
所
得
税
・
住
民
税
の
申

告
期
限
は
３
月
16
日（
月
）で
す
。

例
年
、
期
限
の
間
際
に
な
る
と
申

告
会
場
が
混
み
合
い
、
待
ち
時
間

も
長
く
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
消
費
税
・
地
方
消
費
税

　
県
の
税
金
で
あ
る
地
方
消
費
税

は
、
国
の
消
費
税
と
同
じ
申
告
書

で
一
緒
に
税
務
署
に
申
告
し
、
消

費
税
と
の
合
計
額
を
国
に
納
め
ま

す
。納
め
ら
れ
た
地
方
消
費
税
は
、

国
か
ら
県
に
払
い
込
ま
れ
ま
す
。 

　

今
年
の
個
人
事
業
者
の
消
費

税
・
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
と

納
税
の
期
限
は
、３
月
31
日
（
火
）

で
す
。

　
児
童
手
当
は
、
家
庭
等
に
お
け

る
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と
と

も
に
、
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童

の
健
や
か
な
成
長
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
に
対
し
、
手
当
を
支
給

す
る
制
度
で
す
。

　
出
産
や
町
内
へ
の
転
入
な
ど
に

よ
り
、
新
た
に
児
童
手
当
の
受
給

資
格
が
生
じ
た
場
合
は
、
忘
れ
ず

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者

　
中
学
校
卒
業
ま
で
（
15
歳
到
達

後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
（
所
得

制
限
あ
り
）

※
公
務
員
は
勤
務
先
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。

お知らせ

児
童
手
当
制
度

お知らせ
所
得
税
・
住
民
税
の
申
告
は

お
早
め
に

開催案内

語
ら
い
の
会

　

南
部
町
精
神
障
害
者
家
族
会

「
ま
べ
ち
の
会
」
で
は
精
神
に
障

が
い
の
あ
る
方
の
家
族
が
集
ま

り
、
自
由
に
語
ら
い
交
流
し
て
い

ま
す
。
※
申
込
不
要

期
日　
２
月
22
日
（
土
）

時
間　
11
時
～
13
時
30
分

場
所　
南
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ  

　
健
康
福
祉
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
０

　
忘
れ
ず
に
申
告
と
納
税
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ

　
三
八
地
域
県
民
局　
県
税
部

　
課
税
第
一
課

　
☎
０
１
７
８
・
27
・
５
１
１
１
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開催案内

第
５
、６
回

南
部
ふ
る
さ
と
塾

第
５
回
講
座（
開
催 

楽
楽
ホ
ー
ル
）

期
日　
２
月
22
日
（
土
）

時
間　
13
時
30
分
～
15
時

講
師　
八
戸
工
業
大
学
第
二
高
等

学
校
教
諭　
熊
谷
隆
次 

氏

演
題　
南
部
信
直
と
五
戸
館　

　
―
代
官
木
村
秀
勝
を
中
心
に
―

第
６
回
講
座（
開
催 

楽
楽
ホ
ー
ル
）

期
日　
３
月
７
日
（
土
）

時
間　
13
時
30
分
～
15
時

講
師　
八
戸
工
業
大
学　

　
　
　
中
村
隼
人 

氏

演
題　
盛
岡
藩
江
戸
藩
邸
の
実
像

問
合
せ　

　
史
跡
聖
寿
寺
館
跡
案
内
所

　
☎
０
１
７
９
・
23
・
４
７
１
１

相談案内

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

広告

期
日　

　
２
月
10
日
（
月
）、
25
日
（
火
）

　
３
月
９
日
（
月
）

　
（
最
終
受
付
17
時
30
分
）

場
所　
健
康
セ
ン
タ
ー
２
階　

　
　
　
運
動
指
導
室

内
容　

体
組
成
測
定
（
体
脂
肪
・

筋
肉
量
）、
血
管
年
齢
測
定
、

骨
密
度
測
定
、
血
圧
測
定
、
内

臓
脂
肪
量
測
定
、
保
健
師
・
栄

養
士
に
よ
る
健
康
相
談
、
運
動

器
具
体
験

※
要
予
約

運
動
器
具
体
験
（
１
回
30
分
間

間
ま
で
）、
内
臓
脂
肪
量
測
定

（
15
時
～
18
時　

対
象
年
齢　

20
歳
か
ら
74
歳
）

問
合
せ　

　
健
康
福
祉
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
０

開催案内

達
者
de
健
康
相
談

２月20日（木曜日）

認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

広告

お知らせ

献
血
に
ご
協
力
を

　
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
輸
血
を
必

要
と
し
て
い
る
方
の
命
を
救
う
た

め
、
18
歳
～
65
歳
の
方
に
４
０
０

竓
の
献
血
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
日　
２
月
20
日
（
木
）

▽
南
部
分
庁
舎

　
９
時
30
分
～
11
時
30
分

ふれあい交流プラザ建物内
全面禁煙になります　　　

　健康増進法の改正に伴い、今年 
４月 1 日から、ふれあい交流プ
ラザは建物内全面禁煙となります

（電子たばこを含む）。それ以降は、
屋外の所定の場所でのみ喫煙が可
能です。皆さんのご理解とご協力
をお願いします。

▽
健
康
セ
ン
タ
ー　
13
時
～
16
時

※
献
血
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

方
に
は
血
液
検
査
の
結
果
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

※
安
全
で
責
任
あ
る
献
血
を
お
願

い
す
る
た
め
、
運
転
免
許
証
な

ど
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　
健
康
福
祉
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
１

　
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
定

期
的
に
健
康
相
談
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
青
森
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
は
、
自
死
で
ご
家
族
や
ご

友
人
、
恋
人
な
ど
大
切
な
方
を
亡

く
さ
れ
た
方
を
対
象
に「
つ
ど
い
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
つ
ど
い
」
は
大
切
な
方
を
亡
く

し
、
同
じ
思
い
を
抱
え
て
い
る
方

が
集
ま
り
、
自
分
の
体
験
や
思
い

を
心
お
き
な
く
話
せ
る
場
で
す
。

期
日　
２
月
22
日
（
土
）

時
間　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　
ユ
ー
ト
リ
ー
４
階

申
込
み
・
問
合
せ　

青
森
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　
こ
こ
ろ
の
電
話　

　
☎
０
１
７・７
８
７・３
９
５
７

　
☎
０
１
７・７
８
７・３
９
５
８
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お知らせ

後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

高
額
介
護
合
算
療
養
費
支
給
申
請

支
給
対
象
者

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
方
で
医
療
保
険
と
介
護

保
険
の
自
己
負
担
額
※
の
両
方
の

支
払
い
を
し
た
方
が
支
給
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
世
帯
内
に
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る

方
が
複
数
い
る
場
合
は
、
世
帯
で

合
算
し
ま
す
。

※
自
己
負
担
額
は
支
払
っ
た
額
か

ら
高
額
療
養
費
や
高
額
介
護

（
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
費
を
除
い

た
額
で
す
。

対
象
期
間

　
平
成
30
年
８
月
１
日
～

　
令
和
元
年
７
月
31
日

（
毎
年
８
月
１
日
か
ら
翌
年
７
月

31
日
ま
で
の
１
年
間
で
す
。）

支
給
額

　
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己

負
担
額
の
合
計
が
、
所
得
区
分
に

応
じ
た
自
己
負
担
限
度
額
（
表
）

を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た

額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
超
え
た
額
が
５
０
０
円
以
下
の

場
合
は
支
給
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

支
給
申
請

　
支
給
を
受
け
る
に
は
必
ず
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
支
給
の
要
件
に
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
、
令
和

２
年
２
月
下
旬
（
予
定
）
に
青
森

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か

ら
「
支
給
申
請
の
お
知
ら
せ
」
を

お
送
り
し
ま
す
。
お
知
ら
せ
が
届

い
た
方
は
担
当
窓
口
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
対
象
期
間
の
途
中
に
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
た

方
や
転
入
し
て
き
た
方
等
が
い
る

世
帯
に
は
、
支
給
対
象
と
な
る
世

帯
で
も
、
支
給
申
請
の
お
知
ら
せ

が
送
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
支
給
申
請
書

・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
・
高
額

医
療
合
算
介
護
（
予
防
）
サ
ー

ビ
ス
費
の
支
給
申
請
に
つ
い
て

（
お
知
ら
せ
）

・
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

が
わ
か
る
も
の
（
通
知
カ
ー
ド

ま
た
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
）

・
本
人
確
認
書
類
（
官
公
庁
発

行
、
発
給
の
顔
写
真
付
き
身
分

証
明
書
等
）

・
印
鑑
（
認
印
）

・
通
帳（
ま
た
は
通
帳
の
コ
ピ
ー
）

等
口
座
情
報
の
わ
か
る
も
の

※
被
保
険
者
以
外
の
方
が
申
請
ま

た
は
受
領
す
る
場
合
は
委
任
状

が
必
要
で
す
。

※
被
保
険
者
以
外
の
方
が
申
請
す

る
場
合
は
委
任
状
に
加
え
、
被

保
険
者
の
個
人
番
号
が
わ
か
る

も
の
（
コ
ピ
ー
可
）、
申
請
者

の
本
人
確
認
書
類
等
が
必
要
で

す
の
で
、
詳
し
く
は
担
当
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
の

助
成
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、

市
町
村
へ
受
領
を
委
任
す
る
委

任
状
が
必
要
で
す
。

問
合
せ

　
健
康
福
祉
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
76
・
３
３
２
３

厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより ☎ 0178−84−2850

期日　2 月 15 日（土）、2 月 22 日（土）
　　　3 月 7 日（土）
時間　15 時～ 16 時
受講料　1,100 円（税込）※プール利用料別途
定員数　20 人 ※定員になり次第締切
持ち物　水着、スイムキャップ、ゴーグル、
　　　　バスタオル（レンタル可）

　宴会利用者に向けて、健康満喫サービスを始めました。
1 団体 1 種類の運動プランを選び、会合当日に無料で受
講できます。御宴会申込時にご予約ください。
期間　3 月 31 日（火）まで
運動プラン　軽運動、リズムダンス、トレーニングジム

運動、プール運動（入館料別途）、周辺散策、健康講
話など（事前要予約）

※内容、時間については相談に応じます。

 ★今月２６日はフロの日
 　通常 450 円 → 特別価格 330 円

 ★今月の休館日
        ２月 20日（木）

 ★ヨガ教室
　　2 月13日（木）、27日（木）
　　19 時〜 20 時 30 分

水泳レベルアップ教室開催！ 期間限定 「健康満喫サービス」

所得区分 自己負担限度額
現役並み所得者Ⅲ ２１２万円
現役並み所得者Ⅱ １４１万円
現役並み所得者Ⅰ ６７万円

一般 ５６万円
低所得者Ⅱ ３１万円
低所得者Ⅰ １９万円

低所得Ⅱ：世帯員全員が住民税非課税の方
低所得Ⅰ：世帯員全員が住民税非課税の方のうち、
　　　　　世帯員全員の各所得金額が０円の方

（表）
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開催案内

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

お知らせ
三
戸
地
区
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ご
み
搬
入
受
入
停
止
に
つ
い
て

　
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
日
頃
の
情

報
交
換
を
し
た
り
、
参
加
者
同
士

の
交
流
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
ほ

か
、
専
門
職
に
悩
み
を
相
談
で
き

る
場
で
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

【
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
カ
フ
ェ
】

期
日　
２
月
13
日
（
木
）

時
間　
10
時
～
14
時

場
所　
き
た
む
ら
茶
屋

参
加
料　
無
料
（
飲
食
代
実
費
）

連
絡　
☎
０
１
７
８・20・９
１
１
５

【
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
な
か
よ
し
】

期
日　
２
月
14
日
（
金
）

時
間　
14
時
～
15
時
30
分

場
所　
エ
ス
コ
ー
ト
あ
か
ね

　
三
戸
地
区
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

補
修
工
事
の
た
め
２
月
10
日
か
ら

２
月
15
日
ま
で
三
戸
地
区
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み
搬
入
受
入

を
停
止
し
ま
す
。
２
月
17
日
か
ら

通
常
ど
お
り
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ

　
三
戸
地
区
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
７
９
・
25
・
２
１
１
３

持
ち
物　

・
着
古
し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
４
枚

　
（
な
る
べ
く
大
き
い
も
の
）

・
裁
ち
ば
さ
み　

・
洗
濯
ば
さ
み
１
個

・
30
㎝
定
規

問
合
せ　
八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
☎
０
１
７
８
・
70
・
２
３
９
６

開催案内

八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

３
月
の
体
験
教
室

参
加
料　
１
０
０
円

　
　
　
　
（
飲
み
物
、お
菓
子
付
き
）

連
絡　
☎
０
１
７
８・84・２
０
１
１

【
南
部
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
】

期
日　
２
月
22
日
（
土
）

時
間　
14
時
15
分
～
15
時
30
分

場
所　
八
幡
の
ゆ

参
加
料　
１
０
０
円

　
　
　
　
（
飲
み
物
、お
菓
子
付
き
）

連
絡　
☎
０
１
７
９・23・３
６
８
０

【
ほ
っ
こ
り
カ
フ
ェ
】

期
日　
２
月
26
日
（
水
）

時
間　
14
時
～
15
時
30
分

場
所　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ふ
く
ち

参
加
料　
２
０
０
円

　
　
　
　
（
飲
み
物
、お
菓
子
付
き
）

連
絡　
☎
０
１
７
８・60・１
３
１
３

　
八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、

同
場
所
に
お
い
て
３
月
の
体
験
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
申
込
み
期
限

は
、
開
催
日
の
前
日
ま
で
で
す
。

▽
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
風
車
作
り
教
室

日
時　
３
月
28
日
（
土
）

　
　
　
10
時
～
12
時

定
員　
５
人

持
ち
物　

・
５
０
０
竓
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
２
本

　
（
す
す
い
で
乾
燥
さ
せ
た
も
の
）

・
針
金
ハ
ン
ガ
ー　
２
本

・
軍
手

▽
エ
コ
布
ぞ
う
り
作
り
教
室

日
時　
３
月
29
日
（
日
）

　
　
　
９
時
～
12
時

定
員　
10
人

広告

赤十字会員（社員）増強　　
活動資金増収運動にご協力を
お願いします　　　　　　　

　近年、国内外では自然災害が多
発し、わが国においても関東甲信
越や東日本を中心に甚大な被害を
もたらした台風第 19 号による豪
雨災害では、多くの尊い命が失わ
れました。
　日赤青森県支部では、この災害
に際し、被災地に医療救護班なら
びに被災者のこころのケアを行う
救護班を派遣するなど、「いのち
と健康」を守る活動を展開してお
り、これらの日本赤十字社の活動
等は、主に皆さんから寄せられる
会費（社費）・寄付金で支えられ
ています。
　人々の「いのちと健康を守る」
活動を推進するため、南部町赤十
字分区から協力依頼を受けた町内
会の方が、皆さんのお宅へ伺いま
すので、会費（活動資金）につい
てご協力をお願いします。

問合せ　
▷日本赤十字社青森県支部組織
　振興課　☎ 017 － 722 － 2011
▷健康福祉課（健康センター）
　☎ 0178 － 60 － 7101
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果樹の改植事業等（令和２年度第1次計画）の申込受付

町営市場の販売状況（令和元年12月16日～令和２年１月15日）

品　名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円） 

紅玉（りんご） 8,240 1,084 132 92
ふじ（りんご） 4,110 786 191 87
サンふじ（りんご） 776,080 161,550 208 126
王林（りんご） 84,570 12,761 151 131
はるか（りんご） 3,481 818 235 161
シナノゴールド（りんご） 15,339 2,326 152 107
サンジョナゴールド（りんご） 5,470 1,134 207 133
短根人参 8,092 611 76 111
白　菜 2,815 155 55 42
キャベツ 4,995 266 53 63
ゴボウ 9,400 1,298 138 206
赤かぶ 13,010 644 50 50
長　芋 52,126 7,183 138 236
にんにく 26,120 17,767 680 1,207
ね　ぎ 17,339 3,512 203 244
ほうれん草 2,373 1,569 661 419
小松菜 770 364 473 392
干　柿 9,485 4,080 430 407
干　菊 185 1,462 7,902 14,725

　町の成人式で、毎年大歓声が沸き立つ「スライ
ド上映」。ぱっと当時の記憶を思い起こさせ、新
成人を笑顔に変える光景を目の当たりにして、改
めて写真の魅力を感じました。
　新成人の心に残る広報紙にしたいという思い
で、成人式の記事を作りました。【K】

編集後記

　都合により日時が変更となる場合があります
ので、ご来院の際はお問い合わせください。

南部町医療センターからの
お知らせ ☎ 0178 − 76 − 2001

青森労災病院医師の診療日

▲

２月 17 日（月）　13 時～

▲

２月 25 日（火）　13 時～

泌尿器科 要予約

▲

２月 12 日（水）　13 時～

▲

２月 26 日（水）　13 時～

眼科　 受付　　 13 時 15 分まで
初診者は 13 時まで

●今月の休場日
　２月２日（日）、５日（水）、９日（日）、11日（火）、16日（日）、19日（水）、
　　　23日（日）、24日（月）
　３月１日（日）、４日（水）、８日（日）、11日（水）、15日（日）、20日（金）、
　　　22日（日）、25日（水）、29日（日）

広告

　令和 2 年度果樹経営対策事業および果樹未収益期間支援事業（第 1 次）の申込みを受付しますので、実施希望の
方は次のとおりお申し込みください。なお、令和 2 年度第 2 次（令和３年４月完成）の申込みは、令和 2 年 5 月ま
たは 6 月発行の広報へ掲載の見込みです。

補助対象事業　果樹新植・改植等、防風網・防
霜ファンの設置、かん水施設整備等

対象者　町内在住の農業者（農業申告必須）
条件　防風網等の施設整備関連の事業を実施す

る場合は、果樹共済もしくは収入保険制度に
加入していることが必須となります。また、
改植等については、過去 5 年間、肥培管理
されている園地のみ実施が可能です。

※放任園、管理粗放園での実施はできません。

事業着手可能時期　８月頃（12 月末までに完成すること）
申込み　２月 28 日（金）までに、農林課に備え付けてある申込

書に記入して提出してください。
申込みに必要な事項、添付資料等
■果樹新植、改植等　植栽する品種、植栽後の園地の見取図
■防風網、防霜ファンの設置　見積書および設置図面
■かん水施設の整備　見積書および設置図面

問合せ　農林課（南部分庁舎）　☎ 0179 － 34 － 3371

▲

２月 28 日（金）　受付14時～14時20分
先天性股関節脱臼検診の実施日
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第 59号
発行・編集

議会広報編集委員会

なんぶ

　１月 17 日、議員は八戸圏域連携中枢都市圏の形成に関する勉強会に参加しました。勉強会では、
八戸市長根屋内スケート場（ＹＳアリーナ）の視察や講演会が行われました。視察では、国際大会
を開催できる400mダブルトラックや場内の設備について説明を受けました。（講演会の様子は 35㌻）

あ ら ま し
▽ 12月定例会の主な議案　（26㌻～28㌻）
▽ 議案に対する主な質疑　（29㌻）
▽ 一般質問

⇒ まち・ひと・しごと創生総合戦略の取り組みと成果は。
ふるさと応援大使の活動は。（30 ㌻）

⇒ 若者の定住と所得向上について、町の見解は（31 ㌻）
⇒ 交流人口の増加に資する観光イベントの予算確保を！

女性が活躍するための町の取り組みは。（32 ㌻）
⇒ ３歳未満の子どもがいる家庭への支援体制は。

サケの遡上による景観や環境への対策は（33 ㌻）
▽ 常任委員会報告　（34㌻）
▽ 議会活動報告、議会傍聴など　（35㌻）
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　◉	主な議案（第 90回定例会）

　近年、地方議会の果たす役割や責任はこれまで以上に重要性を増しており、議会活動の充実・強化を
図るとともに、情報の公開、透明性の向上を図ることが一層求められています。
　第 90 回南部町議会定例会において、議員発議で「議
会改革推進特別委員会の設置」を提案し、全会一致で可
決されました。委員会は５人で構成され、令和３年９月
までの約２年間を期限として次の３点について調査・検
討を行います。

■
特
別
委
員
会
の
設
置

 

【
提
出
者
】

　

南
部
町
議
会

　
　

副
議
長　

沼
畑　

俊
一

 

【
提
案
理
由
】　

議
会
改
革

は
議
会
全
体
の
責
務
で
あ

り
、議
会
力
向
上
の
た
め
、

議
員
個
人
の
研
鑽
は
も
と

よ
り
、
課
題
を
共
有
し
改

革
が
必
要
な
事
項
を
整
理

　
第
90
回
定
例
会
に
は
、
条
例
の
制
定
、
一
部
改
正
お
よ
び
廃
止
、
令
和
元

年
度
各
会
計
補
正
予
算
、
財
産
の
無
償
譲
渡
、
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
４
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

12
月
６
日 

～ 

12
月
11
日

主
な
議
案

し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、

持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
と

考
え
る
。

　
　

新
庁
舎
の
完
成
に
向
け

て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

導
入
し
た
議
会
運
営
が
で

き
る
よ
う
重
点
的
に
検
討

す
る
た
め
、
期
間
を
令
和

３
年
９
月
ま
で
と
し
、
議

会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

を
設
置
す
る
も
の
。

▽　

全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
※
委
員
は
下
部
参
照
。

議
員
提
出

議

　
　案

第
90
回
南
部
町
議
会

定
例
会

検討事項
 （１）タブレット端末の導入について
 （２）議員政治倫理に関すること
 （３）その他議会改革に関すること

　議会改革推進特別委員会委員の紹介

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
を
設
置

■
南
部
町
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
改
正

 

【
提
出
者
】

　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

委
員
長　

根
市　

勲

▽　

南
部
町
介
護
老
人
保
健

施
設
老
健
な
ん
ぶ
の
民
営

化
に
伴
い
、
常
任
委
員
会

の
所
管
か
ら
「
老
健
」
を

削
除
す
る
な
ど
、
所
要
の

改
正
を
行
っ
た
。

委員長　松本啓吾 副委員長　坂本典男 委　員　工藤愛 委　員　久保利樹 委　員　山田賢司

本会議で提案理由を述べる沼畑俊一副議長

委
員
会
提
出

条
例
改
正
案
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　◉	主な議案（第 90回定例会）

なんぶ議会だより

専
決
処
分

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

▽　

台
風
19
号
へ
の
警
戒
お

よ
び
応
急
復
旧
の
た
め
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

２
６
８
５
万
６
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
１
１
４
億

４
０
６
１
万
８
千
円
と
し

た
も
の
。

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

▽　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
１
億
２
３
４
６
万
４
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
１

１
５
億
６
４
０
８
万
２
千

円
と
す
る
も
の
。

　
　

補
正
の
主
な
も
の
は
、

子
ど
も
医
療
費
お
よ
び
保

育
給
付
費
な
ど
に
５
０
２

８
万
円
追
加
な
ど
。

■
令
和
元
年
度
介
護
老
人
保

健
施
設
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

▽　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
４
６
４
４
万
４
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
３
億
９

条

　例

予

　算

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦
に
つ
い
て

▽
滝 

田　

康 

雄 

氏
（
片　

岸
）

【
任
期
】

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
５
年
３
月
31
日
ま

で
。 人

　事

３
５
１
万
４
千
円
と
す
る

も
の
。

　
　

補
正
の
主
な
も
の
は
、

民
営
化
に
伴
う
公
債
費
元

金
の
繰
上
償
還
金
４
５
０

０
万
円
な
ど
。

※
債
務
負
担
行
為
の
追
加

▽　

こ
れ
ま
で
臨
時
職
員
で

対
応
し
て
い
た
事
務
の
一

部
を
民
間
業
者
へ
委
託

し
、
よ
り
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
、
一
般
会
計
お
よ
び
３

つ
の
特
別
会
計
で
、
債
務

負
担
行
為
の
追
加
を
行
っ

た
。

※
人
件
費
の
補
正

▽　

一
般
会
計
お
よ
び
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
ほ
か

６
つ
の
特
別
会
計
に
お
い

て
、
県
人
事
委
員
会
勧
告

に
伴
う
人
件
費
の
補
正
を

行
っ
た
。

部
改
正

▽　

町
議
会
議
員
、
町
長
、

副
町
長
お
よ
び
教
育
長
の

期
末
手
当
支
給
割
合
に
つ

い
て
、県
の
改
正
に
準
じ
、

現
行
の
期
末
手
当
支
給
割

合
に
０
・
05
月
を
加
算
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

■
南
部
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

▽　

町
職
員
の
給
料
月
額
お

よ
び
勤
勉
手
当
支
給
割
合

に
つ
い
て
、
県
人
事
委
員

会
か
ら
の
報
告
お
よ
び
勧

告
に
準
じ
改
め
、
現
行
の

勤
勉
手
当
支
給
割
合
に

０
・
05
月
を
加
算
す
る
な

ど
の
ほ
か
、
地
方
公
務
員

法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

成
年
被
後
見
人
等
に
係
る

欠
格
条
項
な
ど
の
権
利
を

制
限
し
て
い
る
規
定
に
つ

い
て
見
直
し
を
行
う
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

■
南
部
町
町
税
条
例
の
一
部

改
正

▽　

固
定
資
産
税
等
の
課
税

標
準
の
特
例
措
置
の
対
象

■
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利

の
制
限
に
係
る
措
置
の
適

正
化
等
を
図
る
た
め
の
関

係
条
例
の
整
理
等
に
関
す

る
条
例
の
制
定

▽　

成
年
被
後
見
人
等
で
あ

る
こ
と
を
理
由
と
し
て
権

利
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
欠
格
条
項

を
削
除
す
る
な
ど
、
南
部

町
表
彰
条
例
ほ
か
４
件
の

条
例
の
整
理
と
所
要
の
改

正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
監
査
委
員
条
例
の

一
部
改
正

▽　

地
方
自
治
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
引
用
し
て
い
る
条
項

を
改
め
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
議
会
の
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
■
南
部
町
特
別
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

設
備
で
あ
る
風
力
発
電
設

備
が
、
大
字
下
名
久
井
地

内
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
風
力
発
電
設
備
に
関

す
る
条
文
を
追
加
す
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

■
南
部
町
災
害
弔
慰
金
の
支

給
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

▽　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

に
関
す
る
法
律
お
よ
び
施

行
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
被
災
者
支
援
の
充
実

を
図
る
た
め
、
災
害
援
護

資
金
の
貸
し
付
け
に
お
け

る
保
証
人
を
不
要
と
す
る

ほ
か
、
償
還
方
法
の
拡
充

な
ど
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

■
南
部
町
介
護
老
人
保
健
施

設
条
例
の
廃
止

▽　

令
和
２
年
４
月
１
日
か

ら
南
部
町
介
護
老
人
保
健

施
設
老
健
な
ん
ぶ
を
民
営

化
す
る
こ
と
に
伴
い
、
条

例
の
廃
止
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
介
護
老
人
福
祉
施

設
の
民
営
化
等
の
た
め
の

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例
の
制
定

▽　

南
部
町
介
護
老
人
保
健

施
設
老
健
な
ん
ぶ
の
民
営

化
お
よ
び
南
部
町
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
の
廃
止
に

伴
い
、
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
の
規
定
お
よ
び
特
別

会
計
を
削
除
す
る
な
ど
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

債
務
負
担
行
為
と
は

　

事
業
が
複
数
年
度
に
わ

た
る
場
合
、
将
来
の
債
務

を
負
担
す
る
行
為
の
内
容

を
予
算
と
し
て
定
め
て
お

く
も
の
。
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　◉	主な議案（第 90回定例会）

護
老
人
保
健
施
設
以
外
の

用
途
に
変
更
し
て
は
な
ら

な
い
。

■
町
道
の
路
線
認
定

▽　

大
向
地
区
宅
地
造
成
の

一
環
と
し
て
新
設
さ
れ
る

道
路
を
町
道
と
し
て
認
定

し
た
。
路
線
名
は
「
後
構

５
号
線
」。
総
延
長
１
２

６
・
４
㍍
。

■
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

及
び
青
森
県
市
町
村
職
員

退
職
手
当
組
合
規
約
の
変

更
▽　

三
戸
郡
福
祉
事
務
組
合

が
令
和
２
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
解
散
す
る
こ
と
に

伴
い
、
組
合
組
織
団
体
の

数
の
減
少
お
よ
び
組
合
規

約
を
変
更
す
る
も
の
。

■
財
産
の
無
償
譲
渡
（
老
健

な
ん
ぶ
）

▽　

南
部
町
介
護
老
人
保
健

施
設
老
健
な
ん
ぶ
の
民
営

化
に
伴
い
、
安
定
的
か
つ

良
質
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
実
施
を
図
る
た
め
、

町
有
財
産
を
無
償
譲
渡
す

る
も
の
。

 

【
無
償
譲
渡
す
る
財
産
】

　
①
南
部
町
介
護
老
人
保
健

施
設
老
健
な
ん
ぶ
（
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階

建
）

　
②
附
帯
工
作
物
（
ポ
ン
プ

室
、廃
棄
物
保
管
庫
な
ど
）

　
③
車
両
お
よ
び
物
品

 

【
相
手
方
】

　

社
会
福
祉
法
人　

長
老
会

理
事
長　

尾
嵜
久
美
子

 

【
条
件
】

　

①
譲
渡
す
る
建
物
、
附
帯

工
作
物
、
車
両
お
よ
び
物

品
は
、
令
和
２
年
４
月
１

日
に
現
状
の
ま
ま
引
き
渡

す
も
の
と
す
る
。

　

②
移
管
後
の
施
設
・
設
備

に
係
る
一
切
の
費
用
は
、

移
管
法
人
の
負
担
責
任
で

行
う
こ
と
。

　

③
移
管
後
５
年
間
は
、
介

■
若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心

で
き
る
年
金
を
求
め
る
意

見
書
採
択
の
陳
情

そ
の
他

陳

　情

↑
12
月
10
日
、
一
般
質
問
を
傍
聴
し
た
福
地
小
学
校
６
年
生

　
の
皆
さ
ん

 

【
陳
情
者
】

　
　

全
日
本
年
金
者
組
合
青

森
県
本
部 

執
行
委
員
長 

千
代
谷
邦
弘 

氏

 

【
陳
情
趣
旨
】　

　
　

年
金
を
引
き
下
げ
る
マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
を
廃

止
し
、
年
金
支
給
開
始
年

齢
の
引
き
上
げ
を
止
め
、

全
額
国
庫
負
担
の
最
低
保

障
年
金
制
度
を
早
急
に
実

現
す
る
よ
う
、
国
に
対
し

て
意
見
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

▽　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
。

▽　

年
金
制
度
は
国
が
責
任

を
持
っ
て
管
理
、
検
討
す

る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
町

議
会
と
し
て
は
国
の
動
向

を
見
守
っ
て
い
く
べ
き
で

あ
る
と
し
て
「
不
採
択
と

す
べ
き
も
の
」
と
審
査
結

果
を
報
告
。

▽　

本
会
議
に
お
い
て
、
賛

成
少
数
で
「
不
採
択
」
と

な
っ
た
。

介護老人保健施設老健なんぶ。令和２年４月か
ら民営化される。

福地小学校６年生
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　◉	議案に対する主な質疑

なんぶ議会だより

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

 

【
問
】　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
の
販
売
実
績
は
。
ま

た
、
再
度
、
通
知
な
ど
で

広
報
す
る
予
定
が
あ
る
の

か
。

西
野
耕
太
郎　
議
員

 

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　
　

12
月
３
日
現
在
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
申
請

率
は
41
・
１
％
で
、
販
売

金
額
は
２
３
７
０
万
８
千

円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

対
象
者
に
対
し
て
再
度

通
知
な
ど
を
行
っ
て
い
き

た
い
。
な
お
、
令
和
２
年

２
月
末
ま
で
が
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
の
販
売
・
使

用
期
限
と
な
っ
て
い
る
。

　
■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

 

【
問
】　

観
光
Ｐ
Ｒ
用
映
像

作
成
業
務
の
概
要
は
。

中
舘
文
雄　
議
員

 

【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】

　
　

法
光
寺
を
中
心
と
し
た

南
部
町
の
四
季
を
ド
ロ
ー

ン
で
撮
影
し
動
画
を
作
成

す
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
、

南
部
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行

う
。

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

 

【
問
】　

合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
補
助
金
の
内
訳
は
。

八
木
田
憲
司　
議
員

 

【
建
設
課
長
答
弁
】

　
　

当
初
予
定
し
て
い
た
18

基
分
に
つ
い
て
交
付
済
み

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
、

チ
ェ
リ
ー
タ
ウ
ン
桜
場
な

ど
も
含
め
町
全
体
で
12
基

分
を
見
込
ん
で
い
る
。

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

 

【
問
】　
住
宅
新
築
リ
フ
ォ
ー

ム
支
援
事
業
補
助
金
の
内

訳
は
。西

野
耕
太
郎　
議
員

 

【
建
設
課
長
答
弁
】

　
　

住
宅
新
築
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業
補
助
金
は
、
新

築
８
件
、
リ
フ
ォ
ー
ム
60

件
に
対
し
交
付
済
み
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

チ
ェ
リ
ー
タ
ウ
ン
桜
場

な
ど
、
今
後
の
新
築
申
請

分
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

新
築
２
件
分
を
予
算
計
上

し
て
い
る
。

■
令
和
元
年
度
介
護
老
人
保

健
施
設
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

 

【
問
】　
修
繕
料
の
内
訳
は
。

中
舘
文
雄　
議
員

 

【
老
健
な
ん
ぶ
事
務
長
答

弁
】

　
　

利
用
者
の
事
故
防
止
の

た
め
、
床
の
タ
イ
ル
カ
ー

ペ
ッ
ト
の
補
修
、
経
年
劣

化
に
よ
る
施
設
の
電
気
設

備
の
修
繕
を
行
う
。

◉	
議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
●
本
会
議

↓
12
月
11
日
、議
案
審
議
を
傍
聴
し
た
名
川
南
小
学
校
５・�６

年
生
の
皆
さ
ん

名川南小学校５・６年生名川南小学校５・６年生

↑
法
光
寺
周
辺
は
季
節
ご
と 

に

さ
ま
ざ
ま
な
風
景
を
楽
し
め

ま 

す
。（
写
真
は
５
月
撮
影
）

↑新築が進むチェリータウン桜場



30広報なんぶちょう　２月号

基幹産業である農業を中心に、若者の
活躍の場を創造し産業振興を図る

地域と連携し、子育てのしやすい環境
の充実を図り定住を促進する

八戸圏域定住自立圏との連携による、希
望が持てる地域社会の実現を図る

※平成 29 年度より、八戸圏域定住自立圏は、
　連携中枢都市圏に移行しています。

お年寄りや子供にやさしい、安全・安心
で魅力のある定住環境を構築する

豊かな自然を活かしたグリーン・ツーリ
ズムの継承と独自スタイルの観光を拡大
する

　◉	一　般　質　問
質　
問　
南
部
町
総
合
振
興

計
画
の
基
本
理
念
を
達
成
す

る
た
め
、平
成
27
年
度
に「
南

部
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」を
策
定
し
、

今
年
度
が
最
終
年
度
と
な
っ

た
。
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い

て
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
基
本
目
標
と
し
た
５
項
目

の
取
り
組
み
と
成
果
を
ど
の

よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

め
て
い
く
こ
と
」
を
目
的
に

策
定
し
、
各
分
野
に
お
い
て

様
々
な
事
業
を
展
開
し
取
り

組
ん
で
い
る
。

①
基
本
目
標
と
し
た
５
項
目

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

各
事
業
の
進
捗
状
況
や
効
果

の
検
証
を
行
い
な
が
ら
継
続

的
に
取
り
組
み
、「
チ
ェ
リ
ー

タ
ウ
ン
桜
場
宅
地
分
譲
事

業
」
や
「
空
き
家
利
活
用
促

進
補
助
金
」
な
ど
、
新
た
な

事
業
も
実
施
し
て
い
る
。

　

今
日
ま
で
の
成
果
と
評
価

に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度

の
目
標
人
口
１
万
６
８
５
９

人
に
対
し
、
国
勢
調
査
人
口

を
基
礎
と
し
て
住
民
基
本
台

帳
の
異
動
を
加
減
し
算
出
し

た
10
月
１
日
現
在
の
推
計
人

口
は
１
万
６
８
５
３
人
で
、

一
定
の
成
果
が
上
が
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

②
全
施
策
・
事
業
に
つ
い
て
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り

状
況
・
効
果
を
検
証
し
、
改

善
な
ど
を
し
な
が
ら
継
続
的

町
長
答
弁
　
町
の
イ
ベ
ン
ト

へ
の
協
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
町
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
南

部
町
を
紹
介
す
る
な
ど
、
応

援
大
使
と
し
て
の
役
割
を
務

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

町
長
答
弁　

ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
は
、

「
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
、独
自
性
を
発
揮
し
つ
つ
、

町
民
が
魅
力
を
感
じ
、
誇
り

を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

い
た
き
聞
が
こ
こ

!

一

般

質

問

中舘　文雄 議員

ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦

略
の
取
り
組
み

と
成
果
は
。

問

さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を

展
開
し
、
一
定

の
成
果
が
あ

が
っ
て
い
る
。

答

ふ
る
さ
と

応
援
大
使

の
活
動
は
。

問
町
内
外
の

イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
町
を
Ｐ

Ｒ
い
た
だ
い
て

い
る
。

答 質　
問　
ふ
る
さ
と
応
援
大

使
の
活
動
は
。
ま
た
、
当
初

掲
げ
た
目
標
は
達
成
さ
れ
て

い
る
の
か
。

まち・ひと・しごと創生総合戦略

　

減
少
傾
向
に
あ
る
４
項
目

以
外
に
つ
い
て
は
、
令
和
元

年
度
の
最
終
目
標
値
に
近
づ

い
て
推
移
し
て
い
る
た
め
、

目
標
値
を
達
成
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

④
総
合
戦
略
の
策
定
前
か
ら

出
生
数
の
低
下
や
農
家
な
ど

の
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不

足
は
深
刻
な
問
題
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、「
給
食
費
の
無

料
化
」、「
新
規
就
農
者
支
援

事
業
」
な
ど
を
実
施
し
、
対

処
し
て
き
た
。

　

今
後
も
、
子
育
て
世
代
の

移
住
・
定
住
が
見
込
め
る
事

業
を
見
出
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

③
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
４
項

目
の
う
ち
、新
規
就
農
者
数
、

年
間
観
光
入
込
客
数
の
２
項

目
は
す
で
に
目
標
値
を
達
成

し
て
お
り
、
特
定
健
診
受
診

率
も
毎
年
上
昇
し
て
い
る
。

合
計
特
殊
出
生
率
は
、
目
標

値
を
上
回
る
こ
と
な
く
推
移

し
て
い
る
た
め
、
目
標
達
成

は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

け
る
重
要
業
績
評
価
指
数
26

項
目
の
う
ち
、
21
項
目
が
増

加
傾
向
、
４
項
目
が
減
少
傾

向
、
１
項
目
が
現
状
維
持
と

な
っ
て
い
る
。

②
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル

の
確
立
は
、
事
業
全
て
の
政

策
に
生
か
さ
れ
て
推
進
さ
れ

て
い
る
の
か
。

③
各
項
目
の
達
成
数
値
は
ど

の
よ
う
に
推
移
し
て
い
る
の

か
。

④
新
た
に
浮
か
ん
だ
課
題
は

何
か
、
ま
た
そ
の
戦
略
に
つ

い
て
の
考
察
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

南
部
町
ふ
る
さ
と
応
援
大
使

　
琴
け
い
子　
さ
ん

　
坂
本
サ
ト
ル　
さ
ん

　
乙
坂
し
の
ぶ　
さ
ん

　
小
西
礼
子　
さ
ん

　
坂
本
り
え　
さ
ん

1

2

3

4

5

基本目標
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　◉	一　般　質　問
質　
問　
２
０
０
０
年
当
時

10
歳
か
ら
14
歳
だ
っ
た
子
ど

も
た
ち
が
、
進
学
や
就
職
を

経
た
15
年
後
に
ど
の
く
ら
い

地
元
に
残
っ
て
い
る
の
か
を

調
査
し
た
地
方
紙
に
よ
る

と
、
県
内
の
16
も
の
市
町
村

で
、若
者
が
地
元
へ
残
る「
定

着
率
」が
50
％
未
満
と
な
り
、

若
者
の
２
人
に
１
人
未
満
し

か
地
元
に
残
ら
な
い
と
い
う

結
果
が
出
て
い
る
。

　
県
全
体
の
「
定
着
率
」
は

64
・
５
％
だ
が
、
１
９
９
５

年
当
時
10
歳
か
ら
14
歳
だ
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
、
15
年
後

の
２
０
１
０
年
に
ど
の
く
ら

い
地
元
に
残
っ
て
い
る
か
を

調
査
し
た
時
に
比
べ
、
２
・

７
％
低
下
し
て
い
る
。

　

青
森
地
域
社
会
研
究
所

は
、男
性
の
定
着
率
が
高
い
、

三
沢
市
、
横
浜
町
、
六
ケ
所

村
の
３
市
町
村
の
要
因
に
つ

い
て
、「
地
域
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
基
地
と
い
っ
た
産
業
が
あ

り
、
所
得
水
準
が
高
い
た
め

で
は
な
い
か
」
と
推
察
し
て

い
る
。

　
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
踏
ま

え
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
所
得
水
準
の
高
さ
が
若
者

の
定
着
率
に
も
影
響
す
る
傾

向
が
見
ら
れ
る
と
い
う
見
解

が
あ
る
が
、
町
の
見
解
は
。

②
他
自
治
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
の
よ
う
に
、
当
町
の
主

要
産
業
で
所
得
水
準
を
上
げ

町
長
答
弁　

①
平
成
28
年
度

県
民
税
調
定
額
を
用
い
、
市

町
村
ご
と
に
、
国
勢
調
査
の

人
口
１
人
当
た
り
の
額
を
算

出
し
比
較
し
た
結
果
、
県
内

で
１
番
高
い
の
は
三
沢
市
、

２
番
目
が
六
ケ
所
村
で
、
南

部
町
は
県
内
40
市
町
村
中
22

番
目
と
、
中
間
に
位
置
し
て

い
る
。

夏堀嘉一郎 議員

若
者
の
定

住
と
所
得

向
上
に
つ
い

て
、
町
の
見
解

は
。 問

定
住
・
所

得
向
上
の

た
め
の
各
種
施

策
を
総
合
的
に

実
施
し
て
い

く
。 答

農業後継者育成と農業の活性化を推進するため、
国庫補助のほか、町単独で就農者への支援を行っ
ている。

　

こ
の
結
果
と
「
定
着
率
」

の
関
係
を
見
る
と
、
一
部
例

外
は
あ
る
が
、
お
お
む
ね
県

民
税
調
定
額
が
高
い
市
町
村

の
「
定
着
率
」
が
高
い
と
い

う
状
況
で
あ
っ
た
。

②
地
場
産
業
の
振
興
は
、
若

者
の
「
定
着
率
」
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
も
重
要
な
事
項

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

農
業
分
野
に
関
し
て
は
、

農
業
所
得
の
向
上
を
図
る
た

め
、
農
業
の
近
代
化
、
効
率

化
の
た
め
の
各
種
事
業
を
連

携
さ
せ
な
が
ら
展
開
し
て
い

る
。
ま
た
、
青
年
就
農
者
を

増
や
す
た
め
、
国
庫
補
助
の

ほ
か
、
町
単
独
に
よ
り
就
農

者
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

商
工
業
分
野
に
関
し
て

は
、
ふ
く
ち
工
業
団
地
へ
の

企
業
誘
致
を
進
め
て
き
た
ほ

か
、
誘
致
企
業
の
事
業
の
継

続
と
発
展
の
た
め
、
定
期
的

な
企
業
訪
問
や
情
報
交
換
会

な
ど
を
開
催
し
情
報
の
共
有

を
図
っ
て
い
る
。こ
の
ほ
か
、

地
元
小
規
模
企
業
や
個
人
事

業
者
に
対
し
、
商
工
会
と
連

携
し
、
経
営
指
導
や
金
融
対

策
を
通
じ
た
支
援
な
ど
を
進

め
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
場
産
業

の
継
続
と
発
展
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
町

単
独
で
は
実
現
が
難
し
い
も

の
に
関
し
て
は
、
八
戸
圏
域

連
携
中
枢
都
市
圏
の
事
業
を

活
用
し
て
い
き
た
い
。

③
令
和
２
年
度
を
初
年
度
と

す
る
次
期
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
で

は
、「
定
着
率
」も
検
討
す
る

際
の
指
標
の
一
つ
に
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

地
域
経
済
循
環
分
析
手
法

に
基
づ
き
、
地
域
経
済
の
特

徴
や
課
題
を
把
握
し
、
有
効

な
政
策
の
検
討
と
実
現
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。

④
現
在
進
め
て
い
る
チ
ェ

リ
ー
タ
ウ
ン
桜
場
の
宅
地
分

譲
を
は
じ
め
、
給
食
費
・
医

療
費
の
無
料
化
、
各
種
予
防

接
種
の
費
用
助
成
、
修
学
資

金
の
貸
し
付
け
や
一
部
返
済

免
除
制
度
な
ど
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
子
育
て
世
代
に
対

す
る
支
援
や
、
住
宅
・
店
舗

の
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
、

創
業
者
へ
の
助
成
な
ど
、
働

く
こ
と
へ
の
支
援
も
総
合
的

に
展
開
し
、
定
住
人
口
の
確

保
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思

う
が
、
町
の
見
解
は
。

③
若
者
の
定
着
率
が
上
北
郡

は
１
町
を
除
き
50
％
を
超
え

て
い
る
が
、
三
戸
郡
は
１
町

を
除
き
50
％
未
満
で
あ
る
現

状
に
関
し
て
、町
の
見
解
は
。

④
若
者
に
対
す
る
対
応
は
町

の
発
展
そ
の
も
の
で
あ
る
と

思
う
が
、
こ
れ
か
ら
の
若
者

へ
の
対
応
は
。

※
質
問
お
よ
び
答
弁
で
用

い
る
「
定
着
率
」
は
、
ど

の
く
ら
い
の
若
者
が
地
元

に
住
み
続
け
る
、ま
た
は
、

転
入
し
て
く
る
の
か
を
比

率
で
表
し
た
も
の
で
す
。

　
本
来
の
離
職
率
に
対
す

る
定
着
率
と
は
異
な
り
ま

す
。
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　◉	一　般　質　問
質　
問　
集
会
施
設
や
駅
な

ど
の
地
域
資
源
の
活
用
、
観

光
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
次

の
質
問
を
す
る
。

①
ふ
れ
あ
い
交
流
プ
ラ
ザ
の

利
用
状
況
と
今
後
の
活
用
方

針
に
つ
い
て
。

②
車
の
な
い
方
が
駅
舎
や
周

辺
施
設
で
行
政
手
続
き
が
行

え
る
な
ど
、
交
通
弱
者
へ
の

配
慮
に
つ
い
て
。

③
交
流
人
口
の
増
加
、
住
民

の
定
住
に
対
し
、
イ
ベ
ン
ト

は
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と

考
え
る
。
予
算
は
今
後
も
優

先
的
に
確
保
す
べ
き
と
思
う

が
、
町
の
方
向
性
は
。

車
１
０
０
円
で
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
た
。

③
観
光
協
会
が
主
体
と
な

り
、
各
実
行
委
員
会
が
事
業

費
交
付
金
を
活
用
し
イ
ベ
ン

ト
を
運
営
し
て
い
る
。ま
た
、

各
地
域
で
住
民
が
主
体
と
な

り
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
も

あ
り
、
事
業
費
交
付
金
に
頼

ら
ず
地
域
の
企
業
や
各
世
帯

か
ら
協
賛
金
を
募
る
な
ど
、

工
夫
し
な
が
ら
実
施
し
て
い

る
。

　

町
外
か
ら
観
光
目
的
で
訪

れ
る
多
く
の
来
訪
者
を
獲
得

し
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図

る
た
め
、
費
用
対
効
果
を
勘

案
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ

て
事
業
費
交
付
金
に
よ
り
事

業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

町
長
答
弁　

①
ふ
れ
あ
い
交

流
プ
ラ
ザ
は
、
祭
り
の
練
習

や
準
備
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
事
業
、
地
域
の
集

会
、
災
害
時
の
避
難
所
な
ど

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
今
後

も
、
町
の
行
事
や
各
団
体
の

会
合
な
ど
に
利
用
し
て
い
く

ほ
か
、
町
民
が
気
軽
に
利
用

で
き
る
施
設
と
し
て
活
用
し

て
い
き
た
い
。

②
三
戸
駅
舎
や
ふ
れ
あ
い
交

流
プ
ラ
ザ
で
は
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
手
続
き
な
ど

は
行
っ
て
い
な
い
。

　

最
寄
り
の
役
場
庁
舎
へ
来

庁
で
き
る
よ
う
、
車
の
な
い

方
や
運
転
で
き
な
い
方
な
ど

に
対
し
て
、
町
独
自
で
多
目

的
バ
ス
の
運
行
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
今
年
度
か
ら
民
間

路
線
バ
ス
で
も
南
部
町
内
で

乗
車
、
下
車
し
た
場
合
は
、

多
目
的
バ
ス
と
同
じ
く
１
乗

工藤　愛 議員

交
流
人
口

の
増
加
に

資
す
る
観
光
イ

ベ
ン
ト
の
予
算

確
保
を
。

問

効
果
を
勘

案
し
な
が

ら
イ
ベ
ン
ト
を

推
進
し
て
い

く
。 答

町
が
特
に
力
を
入
れ
て
い
る

対
象
は
。

②
役
場
は
女
性
に
と
っ
て
働

き
や
す
く
、
キ
ャ
リ
ア
を
積

む
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
時

間
外
労
働
の
実
態
と
、
役
職

者
に
女
性
を
登
用
す
る
考
え

は
あ
る
の
か
。

③
働
く
女
性
を
支
え
る
保
育

環
境
に
つ
い
て
、
ニ
ー
ズ
調

査
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
休
日
や
夜
間
、
病
後
児

の
保
育
に
つ
い
て
整
備
の
計

画
や
考
え
は
あ
る
の
か
。

セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
進
め
て

い
る
。

②
出
産
や
育
児
休
暇
の
ほ

か
、
必
要
に
応
じ
て
子
ど
も

の
看
護
の
た
め
の
休
暇
な
ど

が
取
得
で
き
、
当
町
で
は
、

出
産
や
育
児
に
関
す
る
休
暇

取
得
の
難
し
さ
を
理
由
に
退

職
し
た
事
例
は
な
い
。ま
た
、

研
修
へ
の
派
遣
や
人
事
異
動

で
適
材
適
所
に
配
置
す
る
こ

と
で
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
る
。

　

女
性
職
員
の
時
間
外
勤
務

の
状
況
は
、
４
月
か
ら
10
月

ま
で
に
、
女
性
職
員
１
２
５

人
の
う
ち
１
１
０
人
が
時
間

外
勤
務
を
し
、
１
人
当
た
り

月
平
均
５
・
３
時
間
と
な
っ

て
い
る
。

　

女
性
の
役
職
者
へ
の
登
用

で
は
、
女
性
管
理
職
の
割
合

を
12
％
以
上
と
し
た
目
標
を

設
定
し
、
男
女
の
区
別
な
く

能
力
を
見
極
め
た
上
で
登
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

③
平
成
30
年
11
月
に
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。

　

町
内
３
つ
の
保
育
園
、
１

つ
の
幼
稚
園
で
は
、
日
曜
、

祝
日
お
よ
び
夜
間
は
開
所
し

て
い
な
い
。
ニ
ー
ズ
調
査
で

は
、
日
曜
、
祝
日
の
保
育
に

つ
い
て
約
６
割
以
上
の
方
が

利
用
す
る
必
要
は
な
い
と
答

え
て
い
る
。
利
用
す
る
児
童

数
の
見
込
み
や
対
応
す
る
施

設
を
勘
案
す
る
と
、
整
備
は

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
夜

間
保
育
に
つ
い
て
も
整
備
の

予
定
は
な
い
。
病
後
児
保
育

に
つ
い
て
は
、
常
時
の
利
用

者
数
が
不
明
な
こ
と
や
、
対

応
す
る
施
設
の
体
制
面
で
困

難
な
状
況
が
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
整
備
は
行
わ
な
い
こ

と
と
し
て
い
る
。

質　
問　
女
性
が
活
躍
す
る

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
、
次

の
質
問
を
す
る
。

①
人
口
の
増
加
に
つ
い
て
、

女
性
が
活

躍
す
る
た

め
の
町
の
取
り

組
み
は
。

問

町
長
答
弁　

①
チ
ェ
リ
ー
タ

ウ
ン
桜
場
宅
地
分
譲
事
業
な

ど
、
子
育
て
世
代
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
転
入
者
の
獲
得
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

八
戸
学
院
大
学
と
連
携
し
、

海
外
か
ら
の
留
学
生
が
当
町

で
居
住
し
町
内
の
福
祉
施
設

で
働
け
る
よ
う
、
国
際
交
流

子
育
て
世

代
の
獲
得

や
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
。

答

↑
女
性
職
員
が
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
し
て
い
る
。
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なんぶ議会だより

　◉	一　般　質　問
質　
問　
10
月
か
ら
、
幼
稚

園
、
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も

園
な
ど
を
利
用
す
る
３
歳
か

ら
５
歳
ま
で
の
全
て
の
子
ど

も
の
利
用
料
が
無
償
化
さ
れ

た
。
０
歳
～
３
歳
未
満
の
子

育
て
家
庭
へ
の
支
援
制
度
に

つ
い
て
、次
の
質
問
を
す
る
。

　
０
歳
か
ら
３
歳
未
満
の
人

口
は
何
人
か
。
ま
た
、
南
部

町
に
お
い
て
、
町
独
自
の
制

度
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
子

育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
い

る
が
、
今
後
、
０
歳
～
３
歳

未
満
の
子
育
て
家
庭
へ
の
支

援
体
制
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

０
歳
～
２
歳
ま
で
の
住
民
税

が
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯

は
、
従
来
ど
お
り
保
育
料
が

か
か
っ
て
い
る
が
、
町
と
し

て
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き

る
の
か
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　

子
育
て
支
援
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、
前
年
度
か
ら
、

子
ど
も
の
医
療
費
給
付
に
つ

い
て
所
得
制
限
を
緩
和
す
る

と
と
も
に
、
対
象
年
齢
を
18

歳
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
費
用
助
成
、
歯

科
検
診
や
フ
ッ
素
塗
布
の
無

料
実
施
、
各
種
検
診
な
ど
を

行
い
、
健
康
な
生
活
を
目
指

し
た
子
育
て
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
健
康
セ
ン
タ
ー

内
に
お
い
て
、
健
康
や
子
育

て
に
関
す
る
情
報
提
供
、
育

児
相
談
、
親
子
交
流
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
子
育
て

教
室
の
開
催
や
、
助
産
師
に

よ
る
家
庭
訪
問
な
ど
を
実
施

し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
子

育
て
支
援
を
目
指
す
と
と
も

に
、
子
育
て
に
優
し
い
南
部

町
を
築
い
て
い
き
た
い
。

町
長
答
弁　
10
月
１
日
時
点

の
０
歳
～
２
歳
ま
で
の
人
口

は
左
表
の
と
お
り
。

　

10
月
か
ら
、
３
歳
か
ら
５

歳
ま
で
の
子
ど
も
は
保
育
料

が
無
償
化
さ
れ
て
い
る
が
、

０
歳
～
２
歳
ま
で
の
子
ど
も

は
国
の
無
償
化
制
度
の
と
お

り
に
住
民
税
非
課
税
の
世
帯

だ
け
を
無
償
化
し
て
い
る
。

松本　啓吾 議員

３
歳
未
満

の
子
ど
も

が
い
る
家
庭
へ

の
支
援
体
制

は
。 問

定
住
・
所

得
向
上
の

た
め
の
各
種
施

策
を
総
合
的
に

実
施
し
て
い

く
。 答

年齢 人口
０歳  67 人
１歳  90 人
２歳  93 人
合計 250 人

質　
問　
馬
淵
川
で
の
サ
ケ

の
捕
獲
、
採
卵
は
昨
年
度
か

ら
引
き
続
き
今
年
度
も
再
開

の
見
通
し
が
立
た
な
い
状
態

で
あ
る
。
青
森
県
は
、
２
年

連
続
で
実
績
ゼ
ロ
と
な
れ

ば
、
改
善
指
導
の
可
能
性
も

示
唆
し
て
い
る
が
、
町
と
し

て
の
対
応
は
。

　
ま
た
、
昨
年
同
様
、
住
宅

や
学
校
、
商
業
施
設
近
く
を

流
れ
る
如
来
堂
川
な
ど
へ
サ

サ
ケ
の
遡

上
に
よ
る

景
観
や
環
境
へ

の
対
策
は
。

問

町
長
答
弁　

サ
ケ
の
捕
獲
や

採
卵
は
青
森
県
サ
ケ
ふ
化
放

流
事
業
計
画
に
基
づ
き
実
施

今
後
の
状

況
を
確
認

し
、
関
係
機
関

と
協
議
し
て
い

く
。 答

し
て
お
り
、
馬
淵
川
で
の
事

業
は
馬
淵
川
さ
け
・
ま
す
増

殖
漁
業
協
同
組
合
で
実
施
す

る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
昨

年
に
続
き
今
年
も
サ
ケ
の
捕

獲
や
採
卵
が
実
施
さ
れ
て
い

な
い
状
況
で
あ
り
、
放
流
稚

魚
の
確
保
な
ど
、
４
、
５
年

後
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
起

こ
る
か
心
配
し
て
い
る
。
同

漁
協
の
監
督
官
庁
は
青
森
県

と
な
っ
て
お
り
、
同
漁
協
と

県
の
動
向
を
注
視
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

　

昨
年
は
サ
ケ
の
捕
獲
事
業

が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
如
来
堂
川
な
ど
に

遡
上
し
た
サ
ケ
の
死
骸
が
大

量
に
発
生
し
、
今
年
も
同
様

の
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

今
年
は
県
南
地
方
の
沿
岸

や
河
川
で
記
録
的
不
漁
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現

時
点
で
は
遡
上
す
る
サ
ケ
の

量
が
昨
年
に
比
べ
少
な
く
、

死
骸
も
少
な
い
状
況
で
あ
る

が
、今
後
の
状
況
を
確
認
し
、

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
き

た
い
。

ケ
が
遡
上
す
る
こ
と
に
よ

り
、
死
骸
に
よ
る
景
観
や
環

境
の
悪
化
、
野
生
動
物
の
出

没
な
ど
が
懸
念
さ
れ
、
住
民

か
ら
不
安
の
声
が
聞
か
れ
る

が
、
町
の
対
応
は
。

名久井小学校の児童による如来堂川へのサケの
稚魚放流。（４月 11 日撮影）
B&G 財団の「水に賢い子どもを育む年間型活
動プログラム事業」の一環として毎年実施して
いる。

０歳～２歳の人口（10 月１日時点）
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　◉	常任委員会報告

常任委員会の調査結果報告

　令和元年 11 月 21 日に行われた第５回産業建設常任委員会に
おいて、中舘副委員長から副委員長の辞任願が提出されました。
委員会で審議し辞任を許可。新たに、西野耕太郎委員が副委員長
に互選されました。
 　任期は、令和元年 11 月 22 日から令和３年９月 30 日まで。

　令和元年 12 月 10 日に第６回産業建設常任委員会を開催しました。町担当課の説明を受けて現地を
調査し、次のとおり意見をまとめました。

産業建設常任委員会 委�員�長：根市�勲　副委員長：西野�耕太郎
委　��員：沼畑�俊一、夏堀�文孝、中舘�文雄

新たに副委員長に互選された
西野耕太郎委員

大字杉沢字西山地区の農地および水路被害現地調査 大字鳥舌内字日渡地区の農地被害現地調査

⇒　春の作付け時期までに間に合うよう、早急に復旧にあたる必要があると
思われる。

査調

果結

台風第 19 号による被災箇所の現地調査
（農地・農業用施設関係）

常任委員会の所管事務調査計画

１）空き家・空き地の現状と今後の対策について【２月】
総務企画常任委員会 委 員 長：八木田�憲司　副委員長：工藤�正孝

委　　員：川守田�稔、夏堀�嘉一郎、久保 利樹

１）誘致企業の現状と雇用状況について【２月】
産業建設常任委員会 委 員 長：根市�勲　副委員長：西野�耕太郎

委　　員：沼畑�俊一、夏堀�文孝、中舘�文雄

１）学校訪問（町内中学校）【２月】
２）学校統廃合に係るアンケートの結果報告について【２月】
３）福地地区児童生徒送迎バス運行事業について【２月】

教育民生常任委員会 委 員 長：山田�賢司　副委員長：松本�啓吾
委　　員：馬場�又彦、滝田�勉、坂本�典男、工藤�愛



広報なんぶちょう　2月号35

　１月 17 日、八戸圏域連携中枢都市圏形成促進議
員連盟が主催する勉強会が八戸市で開催されまし
た。
　講演会では、総務省自治行政局市町村課の荒居
陽子係長が講師として招かれ、「広域連携を取り巻
く現状と課題について」と題した講演を行いまし
た。
　荒居氏は、子育て・教育などの各分野における
課題や他地域の取り組みを紹介するなど、参加し
た１市８町村の議員は、真剣な面持ちで拝聴しま
した。

　11 月８日、議員は楽楽ホールで開催された三戸
郡町村議会議員研修会に参加しました。
　研修会では、青森県企画政策部企画調整課の奥田
昌範副参事が「青森県基本計画「選ばれる青森」へ
の挑戦」、地域活力振興課の小野厚志課長代理が「青
森県型地域共生社会の実現に向けて」と題した講演
を行いました。
　青森県の人口動態やライフスタイルの多様化な
ど、青森県の現状と今後の県行政全般に係る基本的
な方向性について学び、議員は興味深そうに耳を傾
けていました。

なんぶ議会だより

　◉	議会活動報告、議会傍聴など

八戸連携中枢都市圏勉強会 三戸郡町村議会議員研修会

　11 月 12 日、あかね幼稚園の園
児 22 人が、南部町役場へ職場見学
に訪れました。
　議会についての説明を受けた後、
議場を見学。見慣れない席や、議場
の雰囲気に緊張気味の園児たち。議
席に座りマイクを使って本会議を体
験しました。
　見学した園児は「すごい、広い。
かっこいい。」と、普段体験するこ
とのできない貴重な経験に声をはず
ませていました。

あかね幼稚園による議会見学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

青森県基本計画にいて講演を行う奥田副参事広域連携を取り巻く現状と課題にいて講演を行う荒居係長

　

昨
年
の
議
会
組
織
改
選
に
よ

り
議
会
広
報
編
集
委
員
長
に
就

任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
月

号
よ
り
新
体
制
で
の
運
営
を
し

て
参
り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
の
内
容
に
関
し

ま
し
て
も
、
読
者
で
あ
り
ま
す

町
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す

く
、
議
会
で
行
わ
れ
て
い
る
審

議
内
容
、
各
常
任
委
員
会
、
特

別
委
員
会
の
活
動
内
容
を
掲
載

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
傍
聴
に
も
、
皆

様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非

ご
来
場
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま

す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
体
調
管
理
に
気
を
付
け
て
い

た
だ
き
、
令
和
２
年
が
良
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長　

久
保　

利
樹　

記

編 

集 

後 

記

議会傍聴
　令和２年度の予算を審議する３月
定例会を２月 28 日に開会する予定
ですので、傍聴にお越しください。
　なお、傍聴席には限りがあります
ので、議会事務局までお問い合わせ
ください。☎�0178－84－2124
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期日　３月８日（日）　
　　　集合：８時 30 分　試合開始：９時～
場所　町民体育館
チーム編成　町内在住者または、町内企業勤務者

で構成する団体。男女４人混合制。
　※女性は２人以上参加とする。
参加料　1 チーム 1,000 円
申込み　町民体育館に備え付けの申込用紙に記入

の上、２月 28 日（金）までに町民体育館に持
参または、ファックス（0179-34-2764）にて
提出してください。

組合せ抽選　
　２月 28 日（金）　19 時～　
　町民体育館　２階会議室
問合せ　　　
▶南部町バレーボール協会　坂本
　☎ 090 － 2279 － 9968
▶町民体育館　沖田　☎ 0179 － 34 － 2761

問合せ　名川Ｂ＆Ｇ海洋センター
　　　　☎ 0178 － 76 － 3310

　「趣味の教室」は、町民が関心のある教室を各
サークルごとに開講し、自己の知識・能力の向上
を図り、町民相互の交流を深めることを目的とし
ている事業です。令和元年度の『趣味の教室』の
“ 楽習 ” の成果発表会を開催しますので、皆さん、
どうぞご来場ください。

日時　２月 29 日（土）
　作品展示　　　10 時～
　ステージ発表　12 時～
場所　楽楽ホール

問合せ　社会教育課（南部分庁舎）
　　　　☎ 0179 － 34 － 2132

「趣味の教室」発表会
１年の成果を披露します！　

町民ソフトバレーボール大会
参加チームを募集します！

発表教室
社交ダンス フラダンス 短歌 カラオケ
混声コーラス カラオケ研究 合氣道 紙芝居
ヘルスアップ まべち詩吟 エアロビクス パソコン
女声コーラス 舞踊 吹矢 フレッシュレクダンス
ブックトーク ヨガ 写真 ―

うぐいすマラソン大会 参加者募集！
コース 距離 対　　象

Ａ ３㌔ 小学１～３年生男子

Ｂ ３㌔ 小学１～３年生女子

Ｃ ３㌔ 小学４～６年生男子

Ｄ ３㌔ 小学４～６年生女子

Ｅ ３㌔ 中学生以上男子

Ｆ ３㌔ 中学生以上女子

Ｇ ５㌔ 高校以上男子

Ｈ ５㌔ 高校以上女子

Ｉ 10㌔
（約 9.7 キロ） 高校以上男子

Ｊ 10㌔
（約 9.7 キロ） 高校以上女子

Ｋ ３㌔ フリー（性別・年齢制限
無し、タイム計測無し）

種目
４月 19 日（日）・ふくち運動公園多目的広場　

期日・会場　

完走できる方ならどなたでも参加できます。１人
１種目のみのエントリーです。参加料は無料です。

参加資格および参加料

各庁舎や各公民館などの公共施設に備え付けの申
込書に必要事項を記入し、３月 22 日（日）まで
に名川Ｂ＆Ｇ海洋センターへ提出してください。
なお、町ホームページでも受付しています。

申込期限


